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2 目次 


UEFI BIOS 


MSI UEFI BIOS は UEFI [Unified Extensible Firmware Interface」 ア ー キ テク チャ と 互換 性 
が あり ます 。 UEFI は 、 従 来 の BIOS で は 実現 で き な い 新 機能 と 利点 を 多く 持っ て いま す 、 将 来 
は 完全 に BIOS に 取っ て 代わ る こと が で きま す 。MSI UEFI BIOS は 、 デ フォ ルト の ブー トモ ー ド 
と し て UEFI を 使用 し 、 新 し い チ ッ プ セッ ト の 機能 を 最大 限 に 活用 する こと が で きま す 。 し か し 
古い デバ イス と 互換 性 を 保つ た め CSM (Compatibility Support Module) モー ド も 搭載 し 、 
レガ シー デバ イス を UEFI 互 換 デ バイ ス と し て 使用 する こと も で きま す 。 


A 注意 
ほか の 説明 が な い 大 の 、 去 ユー ザマ ニュ アル の 有 語 語 の B/05 ば UE/7 B/05 を 着 し まみ 
UEFI の 利点 


・ クイ ッ ク 起 動 - UEFI は 直接 に オペ レー ティ ング シス テム を 起動 し 、BIOS セ ルフ テス ト プ ロ 
陸生 と が で きま す 。 また 、P0ST 時 に CSM モ ー ド に 切り 替え に か か る 時 間 も 排 


* 2 TB より 大 きい ハー ド デ ィ スク ドラ イブ パー ティ ショ ン を サポ ー ト し ます 。 

s GUID Partition Table (GPT) 付き の プラ イマ リ パ ー テ ィ シ ョ ン を 4 つ 以 上 に サポ ー ト し ます 。 
* 無制限 の パー ティ ショ ン を サポ ー ト し ます 。 

* 新しい デバ イス の 全 機 能 を サポ ー ト - 新しい デバ イス は 互換 性 が な い 場 合 が あり ます 。 

・ セキ ュ リ ティ 起動 を サポ ー ト - UEFI は 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム の 有効 性 を チェ ッ ク し 
て 、 起 動 プ ロ セ ス に は マル ウェ ア が な いこ と を 確認 し ます 。 
互換 性 の な い UEFI ケ ー ス 


* 32 ビ ッ ト Windows オ ペレ ー テ ィング シス テム - この マザー ボー ド は Windows 10/ 

Windows 11 64 ビ ッ ト オ ペレ ー テ ィング シス テム の み を サポ ー ト し ます 。 

・ 古い グラ フィ ッ ク カ ー ド - シ ステ ム は グラ フィ ッ ク カ ー ド を 検出 し ます 。 警 告 メ ッ セ ー ジ が 表 

人 この グラ フィ ッ ク カ ー ド に は GOP [ Graphics Output Protocol ] サ ポー ト を 検 
で きま せん 。 
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正常 な 機能 を 圭 つ た め に 、GOP / UEF) 対 応 の グラ フィ ックス カー だ に 置き 笑え る か 、CPU の 
続 合 グ ラフ ィ ッ クス を 使用 する こと を 准 奨 いた し ます 。 


BI0S バ ー ジ ョ ン を 確認 する 方 法 
BIOS に 入っ た ら 、 画 面 上 部 に BIOS バ ー ジ ョ ン が あり ます 。 


UEFI BIOS 


ルリ ーー] 
BI0S の 設定 

BIO0S の デフ ォ ル ト 設 定 は 、 通 常 の 使用 に お いて シス テム の 安定 性 の た め に 最適 な 性 能 を 提 
供し ます 。 ユ ー ザ ー が BIOS に 精通 し て いな い 場 合 は 、 起 こり 得る シス テム へ の ダメ ー ジ や 起 
動 の 失敗 を 防ぐ た め に 、 常 に デフ ォ ルト 設定 の まま に すべ き で す 。 


人 ふ 注意 

・ マニ ュ アル の B/05 の 設定 画面 、 オ プシ ョ ン と 設定 は 参照 用 で あご 購入 し た マゲ ザー ボー ド だ 
と 異な る 場合 が あり まみ す 。 画 高 、 設 定 と オプ ショ ン の 詳細 は シス テム の 実際 の 8/05 パ ー シ ョ 
ン を 参照 し て くだ さい 。 


・g/05 な 価 能 の 同上 の た め た に 、 継 続 的 に 変更 と 修正 が 行わ れ て いま みあ, 最新 の /05 と 本 書 
の 内 容 に 虎 上 が 発生 し て し まう 場合 が あり ます 。 あら か じ め こ 承知 お きぐ くだ さい 。BI0S の 設 
定 項 上 且 の 詳細 は HELP 代 報 パ ネ ル を 参 婦 し て くだ さい 。 

。 次 マザー ボー ド の BI05 の オプ ショ ン と 設定 は BI05 バ ーション に よっ て 異な る 場合 が あり 
まみ #。 設定 と オプ ンション の 詳細 は シス テム の 実 腐 の B/05 パ ーション を 参 感 し て くだ さい 。 
BIOS セ ッ ト ア ッ プ 画面 の 起動 

起動 中 に 、「Press DEL key to enter Setup Menu, F11 to enter Boot Menu」 と いう メッ セ 
ー ジ が 表示 され て いる 間 に 、< く Delete> キ ー を 押し て くだ さい 。 

機能 キー 

F1: ヘル プ を 参照 する 

F2: Favorites 項 目 を 建 加 / 削除 する 

F3: Favorites メニ ュー に 入る 

F4: CPU 仕様 メニ ュー に 入る 

F5: Memory-Z メ ニュ ー に 入る 

F6: optimized defaults を ロー ド す る 

F7: アド バン スト モー ド と EZ モー ド の 間 に 切 り 替 える 

F8: 0C プ ロフ ァイル を ロー ド す る 

F9: 0C プ ロフ ァイル を セー ブ す る 

F10: 設定 を 保存 し て 再起 動 さ せる * 


F12: ニン ト が 撮ら れ ヽ USB メ モリ に 保存 され ます [FAT/ FAT32 フ ォ ー マ ッ ト の 
み 


CtrrF: 検索 ペー ジ に 入る 


* <F10> キ ー を 押す と 確認 ウィ ンド ウ が 表示 され 、 修 正 情報 が 表示 され ます 。Yes ま た は No 
を 選択 し て 確認 し て くだ さい 。 
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BI0S 設 定 モ ー ド 

BI0S の 設定 に は 、 二 つの モー ド が あり ます :EZ モ ー ド と アド バン スト モー ド 。F7 を 押し て 二 
つの モー ド を 切り 替え ます 。 

EZ モー ド 


EZ モー ド に は 、 基 本 的 な シス テム 情報 が 表示 され 、 ユ ー ザ ー は 基本 的 な 設定 を 行う こと が 
で きま す 。 詳 細 な BI0S 設 定 を 行う 場合 に は 、Setup Mode ス イッ チ ま た は <F7> キ ー を 押し て 
アド バン スト モー ド に 入り ます 。 


スマ ー ト ボタ ン 
スク リー ン シ ョ ッ ト 
XMP/ iEXPO プロ ファ イル Setup Mode ス イッ チ BIOS 検 索 
777S7 レビ ルー Bad Language 
CTE Fn 2 cars 言語 
シス テム 情報 
GAME B00ST/ =| 
CREATOR Fr ブー ト デ パ イス 
NE ce Bs Cs wo 優先 順序 バー 
コン ポー ネン 
ト 情報 
M-Flash 数 C Waming Co TPM 20 
お 気に入り $ gm 還 piRAD ファ ンク ショ ン 
ハー ドウ ェ ア ontro | EZLED Contrl ボタ ン 
モニ ター 


・ GAME B00ST - こ の スイ ッ チ を クリ ッ ク し て 、 オ ー バ ー ク ロッ ク の た め に GAME B00ST を 
切り 替え ます 。 マ ザー ボー ド と CPU が 両方 と も この 機能 を サポ ー ト し て いる 場合 、 こ の 機能 
が 利用 可能 で す 。 


の sk 


GAME g0057 計 能 の 有効 時 に ば 、 最 適 の パフ ォ ー マ ンス と シス テム の 安定 体 を 維 圭 する た 
め に 、0C メ ニュ ー 内 の 設定 を 変更 し な いで くだ さい 。 また デフ ォ ル ト 上 設定 を ロー だ し な いで 
くだ さい 。 


* CREATOR GENIE - この スイ ッ チ を クリ ッ ク し て 、 パ フォ ー マ ン ス を 最適 化す る た め に 
CREATOR GENIE を 切り 替え ます 。 


UY 


CREATOR GENIE 機 能 の 有効 時 に は 、 硫 適 の パフ ォ ー マ ンス と シス テム の 安定 作 を 縦 震 す 
る た め に 、0C メ ニュ ー 内 の 設定 を 変更 し な いで ぐだ さい 。 ま た デフ ォ ル ト 設 定 を ロー ド し な 
いで くだ さい 。 


・ XMP/ iEXPO プ ロフ ァイル - メモ リ を オー バー クロ ッ ク の た め に XMP/ iEXPO プ ロフ ァ イ 
し 24A222 と CPU が この 機能 を サポ ー ト し て いる 場合 、 こ の 機能 が 利 
ロ 能 で o 


BI0S の 設定 5 


・ Setup Mode ス イッ チ - この タブ また は <F7> キー を 押す こと で ヽ ア ド バ ン ス トモ ー ド と EZ 
モー ド を 切り 替え ます * 


s スク リー ン シ ョ ッ ト - この タブ また は <F12> キー を 押す こと で 、 ス クリ ー ン ショ ッ ト が 撮ら 
れ ヽ USB メ モリ に 保存 され ます [FAT/ FAT32 フ ォ ー マ ッ ト の み j 


* BIO5S 検 索 - この タブ また は CtrlrF を クリ ッ ク す る と 、 検 索 ペ ー ジ が 表示 され ます 。 BIOS 
項目 の 名 前 で 検索 で き 、 項 目 の 名 前 を 入力 し て 項目 の リス ト を 見 つけ ます 。 マ ウス を 空欄 に 
移動 し 、 マ ウス を 右 クリ ッ ク し て 検索 ペー ジ か ら 終了 し ます 。 


の 
検索 ペー ジ に は 、F6、F10 お よび F12 機 能 キ ー の み が 利 用 可能 で すず 。 


・ スマ ー ト ボタ ン - コン ピュ ー タ ー ケ ー ス 上 の リセ ッ ト ボ タン また は マザー ボー ド 上 の スマ 
ー ト ボタ ン で 実行 する 4 つの 機能 を 選択 で きま す 。 


= リセ ッ ト - リセ ッ ト / スマ ー ト ボタ ン を 押し て 、 シ ステ ム を リセ ッ ト さ せま す 。 


・ Mystic Light オ ン / オ フ - リセ ッ ト / スマ ー ト ボタ ン を 押し て 、 す べ て の オン ボー ド LED を 
オン / オ フ に し ます 。 


ふ 注意 


ED 5W7 (EZ LED コ ント ロー ルス イッ チ が オフ に な っ た 場合 、Mystic gn を ブン / チ ブフ 座 能 
モー ド は 無効 に な り ま す 。 
= セー フ ブ ー ト - リセ ッ ト / スマ ー ト ボタ ン を クリ ッ ク し て シス テム を 起動 する と セー フ ブ 
ー 上 ド に 入り ます 。 シ ステ ム は 工場 出荷 時 の 設定 で 起動 し 、PCle(CPU 帯 域 接続 ] モ ー 
ド を 低く し ます 。 


= ター ボ フ ァ ン - リセ ッ ト / スマ ー ト ボタ ン を 押す と 、 す べ て の ファ ン が 最大 回 転 数 また 
は デフ ォ ル ト の 回 転 数 で 動作 し ます 。 


・ スマ ー ト ボタ ン の 配置 
1. スマ ー ト ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 機 能 モ ー ド を 選択 し ます 。 
2. F10 を 押し て 変更 を 保存 し 、Yes を 選択 し て シス テム を 再起 動 さ せま す 。 


BB | Case/MBResetButton § |Rear/OSmartBution 


® ResetiDefautt) ⑲ Reset (Defautt} 


〇 MystcLignt onror 〇 Mystic Lignt ovo 
(OSate Baot 〇 smeBoet 
〇 TutoFan 〇 TutoFan 
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・ Languagel 言 語 ) - BIOS セ ッ ト ア ッ プ 画面 で 使用 する 言語 を 半 択 し ます 


・ シ ステ ム 情 報 - CPU/ DDR ス ピー ド 、CPU/ MB 温度 、MB/ CPU の タイ プ 、 メモ リ の サイ 
ズ 、CPU/ DDR 電 圧 、BIOS バ ー ジ ョ ン と 作成 日 を 表示 され ます 。 


・ ブー ト デ バ イス 優先 順位 バー - デバ イス アイ コン を 移動 させ る こと で 、 ブ ー ト デバ イス の 
優先 順序 を 変更 で きま す 。 優 先 順 序 は 最も 左 に ある も の が 一 番 高 く 、 右 へ 行く ほど 低く な り 


o 


・ コン ポー ネン ト 情 報 - CPU ヽ Memory ヽ Storage ヽ Fan Info お よび Help ボ タン を 押す と * ヽ 接 
続 し て いる デバ イス の 情報 が 表示 され ます 


・ ファン クシ ョ ン ボ タン - 各 ボ タン を クリ ッ ク す る こと で ヽ BI05S 機 能 を 有効 また は 無効 に し 
ます この 機能 を 有効 に する と ヽ ボ タン が 0N と 表示 され ます 


=" CPU Fan Fail Warning Control - POST 時 に CPU ファ ン の 故障 警告 メッ セー ジ を 表示 
する 機能 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


= VMD [RAID] - RAID 機 能 の Intet VMD を 有効 また は 無効 に し ます 。 
= fTPM 2.0 - ファ ー ム ウェ ア TPM コ ント ロー ル を 有効 また は 無効 に し ます 。 
= Thunderbolt Control - thunderbolt |/0 デ バイ ス サ ポ ー ト を 有効 また は 無効 に し ま 


= ErP Ready - ErP 規 定 に より 、 シ ステ ム の 消費 電力 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

= Debug Code LED Control - デバ ッ グ コー ド LED を 有効 また は 無効 に し ます 。 

" EZLED Control - マザー ボー ド の すべ て の LED を オン また は オフ に し ます 。 

= HD Audio Controller - HD オ ー デ ィ オ コン トロ ー ラ ー を 有効 また は 無効 に し ます 。 


。M-Flash - この ボタ ン を 押し て 、M-Flash メ ニュ ー に 入り ます 。USB メ モリ を 使っ て BIOS を 
アッ プ デ ー ト する 方 法 を 提供 し ます 。 


s Hardware Monitor - この ボタ ン を 押し て 、 ハ ー ド ウェ アモ ニタ ー メ ニュ ー に 入り ます 。 パ 
ー セ ン テ ー ジ で ファ ン の スピ ー ド を 手動 で コン トロ ー ル で きま す 。 
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s Favorites[ お 気に入り ] - Favorites タ ブ ま た は <F3> キ ー を 押す と 、Favorites メ ニュ ー が 表 
示さ れ ま す 。 メ ニュ ー を 作成 する た め の 5 つ の メニ ュー を 提供 し ます 、 そ の 中 で ユー ザー の お 
気に入り や 頻繁 に 使用 する BIOS の 設定 項目 を 保存 し て アク セス で きま す 。 


MSi ロロ ビュ ans = 
TUE | Wea 200 OC: 


= BIOS 設 定 項目 を Favorite メ ニュ ー に 追加 する 

1. BIOS メ ニュ ー に だ け で な く 検 索 ペ ー ジ に も BIOS 項 目 を 選択 し ます 。 
2. 右 ク リッ ク を する か 、 ま た は <F2> キ ー を 押し ます 。 

3. Favorite ペ ー ジ を 一 つ 選 択 し て OK を クリ ッ ク し ます 。 


ho cpu aus lb ER 
cETTINGS CPU Favorite 3 
SETTINGS 19 

Favorte 5 
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= BIOS 設 定 項目 を Favorite メ ニュ ー か ら 削 除 す る 

1. Favorite メ ニュ ー 内 の BIOS 項 目 を 選択 し ます 。 
2. 右 ク リッ ク を する か 、 ま た は <F2> キ ー を 押し ます 。 
3. Delete を 選択 し し K を クリ ッ ク し ます 。 
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アド バン スト モー ド 


Setup Mode ス イッ チ ま た は <F7> キ ー を 押す と 、BIOS の セッ ト ア ッ プ 画面 に お いて EZ モー ド 
と アド バン スト モー ド が 切り 替わり ます 。 


277S7 ビレ ロ ュ ビュ Bos = 
で | |: ヨロ Fi 12Amer 2022 


SETTINGS 


【UEFI 


HARDWARE 
MONITOR 


メニ ュー ディ スプ レイ 


* BI0S メ ニュ ー 選 択 - 以下 の メニ ュー が 利用 で きま す : 
= SETTINGS - チッ プ セ ッ ト の パラ メー タ と ブー ト デ バ イス を 指定 で きま す 。 
= 0C - 周波 数 の 引き 上 げに よっ て 、 よ り 良 い パ フォ ー マ ン ス が 得 ら れる で し ょ う 。 
= M-FLASH - USB を 使用 し て BIOS を アッ プ デ ー ト で きま す 。 
= OC PROFILE - 0C プ ロフ ァイル を 管理 し ます 


・ HARDWARE MONITOR - ファ ン の 回 転 速度 の 設定 と シス テム の 各 電 圧 値 の モニ タ が 
で きま す 。 


" BETA RUNNER - 新しい 体験 を 望む ユー ザー に ベー タ 機 能 を 提供 し ます 。 体 験 に 対 
する フィ ー ド バッ ク を 期待 し て いま す 。 こ れ は 機能 の 改善 に 役立て る こと が で きま す 。 


= SECURITY - シス テム セキ ュ リ ティ の 管理 者 パス ワー ド と ユー ザー パス ワー ド を 設定 
し ます 。 


・ メニ ュー ディ スプ レイ - 設定 され た BI0S の 設定 項目 と 情報 が 表示 され ます 。 
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設定 メニ ュー 
この メニ ュー は シス テム 、 チ ッ プ セッ ト の パラ メー タ と ブー ト デ バ イス を 指定 で きま す 。 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS Giveit ATry 


M-FLASH BETA RUNNER 


状態 表 
状態 表 サ ブ メ ニュ ー は シス テム クロ ッ ク を 設定 し 、 シ ステ ム 情 報 を 表示 する こと が で きま す 。 


[Tue 0970172020] 
[09:34:45] 


SETTINGS 


DMI Information 


System Date 
シス テム の 曜日 / 日 付 を 設定 し ます 。<Tab> キ ー で 設定 項目 の 間 に 切 り 替 えま す 。 


形式 は < 曜日 >、< 月 >、< 日 >、< 年 > で す 。 


<Day> 日 曜日 か ら 土 曜日 まで 、BIOS よ っ て 決定 され ます cs 読 み 取 り 専用 で す * 
<Month> 一 月 か ら 十 二 月 まで 設定 する こと が で きま す s 

<Date> 1 か ら 31 ま で の 日 付 は ゝ ヽ 数字 機能 キー で 入力 で きま す 

<Year> 年 が 調整 で きま す 


ル System Time 
102 RE TI EE RR OD EE < 
>、< 秒 > で す 。 
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y SATA PortX/ M2_X/ U2_X 
接続 され た SATA/ M.2/ U.2 デ バイ ス の 情報 を 表示 し ます 


4N 注意 


基 続 され た SATA/ M.2/ 0.2 デ パイ スズ の 請 雪 が 表示 され な い 場 合 、PC の 電源 を オフ に し 
て 、 2 MM ひ 2 ケ ー ブ プル お よび 電源 ケー プル と デパ イス お よび マザー ボード だ の 開 続 を チ 
EY o 


ル y System Information 
CPU タイ プ 、BIOS バ ー ジ ョ ン と メモ リ な どの シス テム の 詳細 情報 を 表示 し ます [読み 取り 専 


o 


DMI Information 
シス テム 情報 デス クト ッ プ ボー ド 情 報 へ ケー ス 情 報 を 表示 し ます = 読み 取り 専用 で す ]】s 
アド バン スト 


アド バン スト サブ メニ ュー は PCle、ACPI、 統 合 され た 機能 、 内 蔵 グ ラフ ィ ッ クス 、USB、 電 源 
理 と Windows の パラ メー タ と 動作 の 設定 を する こと が で きま す 。 


中 


Saveoad BIOS settings 


SETTINGS OC PROFILE 


Uall 


[Enabled] 


WARE 
MONITOR 


M-FLASH BETA RUNNER 


12 Blos の 設定 


し PCle/PCI Sub-system Settings 


PCI と PCI Express イ ンタ ー フ ェ イ ス の プロ トコ ル や レイ テン シー タイ マー を 設定 し ま 


す 。<Enter> キ ー を 押す と ヽ サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


 M.2_1- Max Link Speed 


異な る イン スト ー ル され た M.2 デ バイ ス と 一 致す る M2_1 ス ロッ ト の PCI Express プ ロト コ 


ル を 設定 し ます 。 

[Auto] BIOS に より 自動 的 に 項目 を 行い ます 5 
[Gen1] PCle Gen1 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen21 PCle Gen2 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen31 PCle Gen3 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen4] PCle Gen4 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen5] PCle Gen5 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 


Py PCIE_E1 - Max Link Speed 


異な る イン スト ー ル され た PCle デ バイ ス と 一 致す る PCI_E1 ス ロッ ト の PCI Express プ ロ 


トコ ル を 設定 し ます 。 

[Auto] BIO0S に より 自動 的 に 項目 を 行い ます 
[Gen1] PCle Gen1 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen21 PCle Gen2 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen31 PCle Gen3 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen4] PCle Gen4 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen5] PCle Gen5 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 


Py PCIE_E2 - Max Link Speed 


異な る イン スト ー ル され た PCle デ バイ ス と 一 致す る PCI_E2 ス ロッ ト の PCI Express プ ロ 


トコ ル を 設定 し ます 。 

[Auto] BIOS に より 自動 的 に 項目 を 行い ます 
[Gen1] PCle Gen1 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen21 PCle Gen2 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen31 PCle Gen3 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen4] PCle Gen4 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
[Gen5] PCle Gen5 サ ポー ト の み を 有効 に し ます 
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Py CPU PCle Lanes Configuration 
複数 の PCle デ バイ ス の 使用 に 対応 する た め に 、CPU か ら PCle レ ー ン を 構成 し ます 。 


PCI Latency Timer 
PCI イ ンタ ー フ ェ イ ス デ バイ ス の レイ テン シー タイ マー を 設定 し ます 。 


Py Max TOLUD 
TOLUD [Top of Low Usable DRAM] の 最大 値 を 設定 し ます 。 


Py Above 4G memory/ Crypto Currency mining 

この 項目 を 有効 に する と 、PCI Express 接 続 の 拡張 ボー ド に 割り 当て られ る シス テム メ 
モリ の 領域 が 増加 し ます 。[64bit 版 05 が 必要 で す } 特 に 、 電 子 マ ネー の マイ ニン グ の よう 
に 、4 個 以上 の GPU を 使用 する 場合 に 役立ち ます 。 

[Enabled] 4 個 以 上 の GPU を 利用 で きま す s 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Py Re-Size BAR Support 


シス テム に Resize BAR 対 応 PCle デ バイ ス が 取り 付け られ て いる 場合 の Resize BAR 
(Base Address Register} サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 こ の 機能 は シス テム が 
64bitPCI/ PCle デ コー ド を サポ ー ト し て いる 場合 に の み 利 用 可能 で す 。 


ル Native PCIE Enable 
PCIE ネ イ テ ィ ブ コ ント ロー ル を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Native ASPM 


有効 に する と 、0S で ネイ ティ ブ ASPM を 制御 し ます 。 無 効 に する と 、BI0S で ネイ ティ ブ 
ASPM を 制御 し ます 。 


Py PCle/PCI ASPM Settings 


異な る イン スト ー ル され た デバ イス の PCle/ PCI ASPM [Active State Power 
Management) 状 態 を 設定 し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 


y PEG 0 ASPM 
省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 


o 


Py PEG 1 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 
し ます 。 


Py PEG 2 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 
し ます 。 


Py PEG 3 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Managementl 状 態 を 設定 
し ます 。 


PCI Express Root Port 1 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management 状 態 を 設定 
し ます 。 


PCI Express Root Port 5 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 
し ます 。 
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PCI Express Root Port 7 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management 状 態 を 設定 
し ます 。 


PCI Express Root Port 8 ASPM 
省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 


PCI Express Root Port 9 ASPM 
省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 
し ます 。 


PCI Express Root Port 21 ASPM 


省 電 力 の た め に PCI Express ASPM [Active State Power Management] 状 態 を 設定 
し ます 。 
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ACPI Settings 


オン ボー ド 電 源 LED の 挙動 の ACPI パ ラメ ー タ を 設定 し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニ 
ュー に 入り ます 。 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


Power LED 

オン ボー ド 電 源 LED の 点滅 の 挙動 を 設定 し ます 。 

[Dual Color] 電源 LED は 別 の 色 に 変わ っ て S3 状 態 を 示し ます 
[Blinking] 電源 LED は 点滅 し て S3 状 態 を 示し ます 


CPU Over Temperature Alert 


CPU 温度 が 80'"C と 94?C を 超え る 際 の CPU 過熱 警告 アラ ー ト の 音 や メッ セー ジ を 有効 ま 
た は 無効 に し ます 。 


Py Temperature Display On Debug Code 
シス テム が オン の 時 に デバ ッ グ コー ド LED に 表示 され る 熱 検出 ポイ ント を 選択 し ます 。 
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y Integrated Peripherals 
LAN、HDD、USB や オー ディ オ の よう な マザー ボー ド に 統合 され た 機能 の パラ メー タ を 設定 
し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 


SETTINGS 


【Enabled] 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


VGA Detection 

シス テム に ディ スク リー ト VGA カ ー ド また は 内 蔵 グ ラフ ィ ッ クス 装置 が ある か どう か を 検 
出し ます 。 

Onboard LAN Controller 

オン ボー ド LAN コ ント ロー ラー を 有効 また は 無効 に し ます 。 


LAN Option ROM 

詳細 設定 の ネッ トワ ー ク ブー ト オ プ ショ ン RO0M を 有効 また は 無効 に し ます 。 こ の 項目 は 
0nboard LAN Controller が Enabled に 設定 され て いる 場合 に 表示 され ます 
[Enabled] オン ボー ド LAN ブ ー ト ROM を 有効 に し ます 

[Disabled] オン ボー ド LAN ブ ー ト ROM を 無効 に し ます 


Py Network Stack 


IPv4 / IPve 機 能 の 最適 化 の た め に 、UEFI ネ ットワーク スタ ッ ク を 設定 し ます 。 こ の 項目 は 
0nboard LAN Controller が Enabled に 設定 され て いる 場合 に 表示 され ます 。 


[Enabled] UEFI ネ ットワーク スタ ッ ク を 有効 に し ます 
[Disabled] UEFI ネ ットワーク スタ ッ ク を 無効 に し ます 


y Ipv4 PXE Support 


Enabled に 設定 する と 、 シス テム UEFI ネ ットワーク スタ ッ ク は IPv4 PXE を サポ ー ト し ます 。 
この 項目 は Network Stack が Enabled に 設定 され て いる 場合 に 表示 され ます 。 


[Enabled] Ipv4 PXE ブ ー ト サポ ー ト を 有効 に し ます 
[Disabled] Ipv4 PXE ブ ー ト サポ ー ト を 無効 に し ます 


y Ipv6 PXE Support 


Enabled に 設定 する と 、 シス テム UEFI ネ ットワーク スタ ッ ク は lpve PXE を サポ ー ト し ます 。 
この 項目 は Network Stack が Enabled に 設定 され て いる 場合 に 表示 され ます 。 


[Enabled] Ipv6 PXE ブ ー ト サポ ー ト を 有効 に し ます 
[Disabled] Ipv6 PXE ブ ー ト サポ ー ト を 無効 に し ます 
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BT Tile Mode 
有効 に する と 、 ス マー ト フ ォ ン の Tile APP で PC の 位置 を 特定 する こと が で きま す 。 


Onboard CNVi Module Control 
InteL CNVi モ ジュ ー ル の 機能 (WiFi と Bluetooth] を 有効 また は 無効 に し ます 


y 0nboard Wi-Fi/BT Module Control 

オン ボー ド WiFi と Bluetooth 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 
Onboard IEEE1394 Controller 

オン ボー ド IEEE1394 コ ント ロー ラー を 有効 また は 無効 に し ます 


Py RAID Configuration [InteL VMD) 
RAID の 設定 を 有効 また は 無効 に し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ま 


o 


y Enable VMD Global Mapping 

Intet VMD マ ッ ピ ング を 有効 また は 無効 に し ます 。InteL VMD は 直接 コン トロ ー ル 、 も し 
く UI ドウ ェ ア ア ダ プ タ な し で PCle バ ス か ら NVMe SSD の 管理 を 有効 に する 
で き oo 


RAIDO 
RAID 0 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


RAID1 
RAID 1 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


RAID5 
RAID 5 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


RAID10 
RAID 10 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Intel Rapid Recovery Technology 


Intel Rapid Recovery Technology を 有効 また は 無効 に し ます 。Intel® Rapid Recover 
Technology [Intel” RRT] は Intel" Rapid Storage Technology (Intel® RSTJ の 一 つ 機 能 
で あり 、RAID 1( ミ ラー) 機 能 を 使用 し て 指定 され た マス ター ドラ イブ か ら 指 定 さ れ た リ 
カバ リー ドラ イブ に デー タ を コピ ー し ます 。 


RRT volumes can span internal and eSATA drives 
内 部 ドラ イブ と eSATA ド ライ ブ に また が る RRT ボ リュ ー ム を 有効 また は 無効 に し ます 。 


y ZPODD 
ZPODD [Zero Power optical disk drive] を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py SATA1 Hot Plug 
SATA1 ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 


y SATA2 Hot Plug 
SATA2 ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 
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Py SATA3 Hot Plug 
SATA3 ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 


> SATA4 Hot Plug 
SATA4 ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 
> SATA5 Hot Plug 
SATA5 ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 
> SATA6 Hot Plug 
SATA6 ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 
Py SATAA Hot Plug 
SATAA ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 
> SATAB Hot Plug 
SATAB ポ ー ト ホッ ト プ ラ グ サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 


Py 0nboard E-SATA Controller Mode 
オン ボー ド E-SATA コ ント ロー ラー の 動作 モー ド を 設定 し ます 。 


Py External SATA 6GB/s Controller Mode 
外 付 け の SATA コ ント ロー ラー の 動作 モー ド を 設定 し ます 。 


HD Audio Controller 
オン ボー ド HD オ ー デ ィ オ コン トロ ー ラ ー を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Integrated Graphics Configuration 
シス テム の 最適 化 の た め に 内 蔵 グ ラフ ィ ッ クス を 設定 し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ 
ニュ ー に 入り ます 。 こ の サブ メニ ュー は CPU が IGP を 内 蔵 し て いる 場合 に の み 有 効 に な り ま 


o 


【PEG 
【64MB] 
IGD Multi-Moritor [Disabled} 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


Initiate Graphic Adapter 

プラ イマ リブ ー ト 時 の グラ フィ ックス デバ イス を 選択 し ます 。 
[IlGD] 内 蔵 グ ラフ ィ ッ クス ディ スプ レイ 6 

[PEG] PCI-Express グ ラフ ィ ッ クス デバ イス 
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y Integrated Graphics Share Memory 

オン ボー ドグラ フィ ックス に 割り 当て る シス テム メモ リ の 容量 を 難 択 し ます 。 こ の 項目 は 
外部 グラ フィ ッ ク カ ー ド が 取り 付け られ ヽ IGD Multi-Monitor が Enabled に 設定 され て い 
る 場合 に 表示 され ます 


IGD Multi-Monitor 

統合 グラ フィ ックス お よび 外 付 け グ ラフ ィ ッ クス が マル チ モ ニ タ を サポ ー ト する 機能 を 有 

効 ま た は 無効 に し ます 。 こ の 項目 は Initiate Graphic Adapter が PEG に 設定 され て いる 

場合 に 表示 され ます 。 

[Enabled] 統合 お よび 外 付 け グ ラフ ィ ッ クス カー ド の た め に マル チ モ ニ タ 機 能 を 有 
効 に し ます 。 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 。 


Intel (R) Thunderbolt 
thunderbolt デ バイ ス 機 能 を 設定 し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 


[Disabled] 


Save/load BIOS settings 


SETTINGS OC PROFILE 


DWARE 


H 
MONITOR 


Use USB to flash BIOS Gvelt ATry 


M-FLASH Beta Runner 


PCIE Tunneling over USB4 
USB4 上 の PCI-E ト ン ネ ルプ ロト コル を 有効 また は 無効 に し ます 。 


ル y Discrete Thunderbolt(TM] Support 
thunderbott デ バイ ス サ ポ ー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Wake From Thunderbot(TM] Device 
thunderbolt デ バイ ス に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


ル y Discrete ThunderboltITM] Configuration 
thunderbolt デ バイ ス の 設定 を 行い ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ま 


o 


> Thunderbolt Boot Support 

thunderbolt の 後方 に ある 起動 可能 な デバ イス に より シス テム の 起動 を 有効 また は 無 
効 に し ます 。 

> GPIO3 Force Pwr 

GPI03 を 170 に 設定 し ます 
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GPIO filter 

GPIO フ ィ ル ター を 有効 また は 無効 に し ます 。12V USB デ バイ ス の ホッ ト プ ラ グ 中 に チッ 
プ セ ッ ト GPI0 上 の 電気 ノイ ズ を 回 避 す る た め に 、GPIO フ ィ ル タ を 有効 に し ます 。 

y DTBT Go2Sx Command 

AU マン ド を 実行 する DTBT を 有効 また は 無効 に 


o 


y Windows 10 Thunderbolt support 
Windows 10 サ ポー トレ ベル を 設定 し ます 。 
[Disabled] 05 ネ イ テ ィ ブサ ポー ト な し ? 
[Enabled+RTD310S5 ネ イ テ ィ ブサ ポー ト + RTD36 


y DTBT Controller 0 Configuration 
DTBT の 設定 を 行い ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 


DTBT Controller 0 
DTBT コ ント ロー ラー0 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


TBT Host Router 
使用 可能 な ポー ト に 基づい て ホス トル ー タ ー を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py Extra Bus Reserved 

TBT ポ ー ト の 追加 バス を 設定 し ます 。 
[5g] 1 ポー ト ホ ス ト 

[106] 2 ポー ト ホ ス ト ? 


Py Reserved Memory 
ルー トブ リッ ジ の 予約 済み メモ リー を 設定 し ます 。 


Memory Alignment 
メモ リー 配列 を 設定 し ます 。 


Reserved PMemory 
ルー トブ リッ ジ の 予約 済み プリ フェ ッ チ 可能 メモ リー を 設定 し ます 。 


PMemory Alignment 
プリ フェ ッ チ 可能 メモ リー 配列 を 設定 し ます 。 


Reserved 1/0 
予約 済み /0 を 設定 し ます 。 
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USB Configuration 
オン ボー ド USB コ ント ロー ラー と デバ イス 機能 を 設定 し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ 
ニュ ー に 入り ます 。 


Mouse. 1 Hub 


SETTINGS TEnabied] 


[Enabled] 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


XHCI Hand-off 
XHCI ハ ンド オフ サポ ー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。XHCI ハ ンド オフ 機能 が な い 0S を イ 
ンス トー ル し て いる 場合 に 、 こ の 項目 を 有効 に し ます 。 


Legacy USB Support 

レガ シーUSB 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Auto] 起動 時 に USB デ バイ ス を 検出 し ます sUSB デ バイ ス が 検出 され る と ヽ USB 
コン トロ ー ラ ー の レガ シー モー ド が 有効 に な り ま す 

[Enabled] レガ シー0S 用 に USB デ バイ ス の サポ ー ト を 有効 に し ます 

[Disabled] USB デ バイ ス は UEFI BIOS Utility で の み 利 用 で きま す 


USB Port Control 


マザー ボー ド の USB ポ ー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニ 
ュー に 入り ます 。 


y SuperIO0 Configuration 
シス テム の スー パーI!/0 チ ッ プ の パラ メー タ [LPT や COM ポ ー ト な ど ] を 設定 し ます 。<Enter> 
キー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 


Serial (COM] Port 0/1 Configuration 
シリ アル [CO0MJ ポ ー ト 0/1 の 詳細 設定 を 行い ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 
入り ます 。 

y Serial (COM]) Port 0/1 

シリ アル [CO0MJ ポ ー ト 0/1 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Serial (COM) Port 0/1 Settings 
シリ アル [CO0M] ポ ー ト 0/1 を 設定 し ます 。Auto に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に IRQ を 設定 
し ます 。 手 動 で 設定 する こと が で きま す 。 

Parallel (LPT} Port Configuration 

パラ レル ポー ト [LPT] の 詳細 設定 を 行い ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り 


o 
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Parallel (LPT) Port 
パラ レル [LPT) ポ ー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Parallel (LPT) Port Settings 

パラ レル ポー ト [LPT] を 設定 し ます 。Auto に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に IRQ を 最適 化 
し ます 。 手 動 で 設定 する こと が で きま す 。 

Py Device Mode 

パラ レル ポー ト の 動作 モー ド を 選択 し ます 。 


[STD Printer Mode] プリ ンタ ポー トモ ー ド 

[SPP] 標準 パラ レル ポー トモ ー ド 

[EPP-1.9/ 1.7 + SPP] 拡張 パラ レル ポー ト -1.9/ 1.7 モ ー ド + 標準 パラ レル ポー ト 
モー ド 

[ECP] 拡張 機能 ポー トモ ー ド 


[ECP + EPP-1.9/ 1.7] 拡張 機能 ポー トモ ー ド + 拡張 パラ レル ポー ト - 1.9/ 1.7 モ ー 
ド 。 


Power Management Setup 
OO 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


ErP Ready 

ErP 規 制 に よる シス テム の 電力 消費 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

Enabled] ErP 規 制 に に る シス テム の 消費 電力 を 最 敵 化し ます USB ヽ PCI と PCle デ 
バイ ス に より S4 & S5 の 復帰 を サポ ー ト し ませ ん ? 


Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 5 


Restore after AC Power Loss 

AC 電 源 断 か ら 復 帰し た 際 の シス テム の 動作 を 設定 し ます 。 

Power Ofl AC 電 源 復 帰し た 際 ヽ シス テム が シャ ッ ト ダ ウン 状態 の まま に な り ま す s 
Power On]  AC 電 源 復 帰し た 際 、 シ ステ ム が 起動 し ます 

Last State] シス テム を 前 の 状態 に 戻し ます 
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System Power Fault Protection 

本 圧入 力 を 検知 し た 際 の シス テム の 保護 (シャットダウン 状態 」 を 有効 また は 無効 

に 9 

[Enabled] 予想 外 の 操作 か ら シ ステ ム を 保護 する こと が で き ヽ シャ ッ ト ダ ウン 状態 の 
まま に な り ま す s 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


USB Standby Power at S4/S5 
すべ て の USB ポ ー ト の スタ ンド バイ 電源 を 有効 また は 無効 に し ます Resume By USB 
Device が Disabled に 設定 され て いる と ヽ こ の 項目 が 有効 に な り ま す 
by BIOS CSM/UEFI Mode 
シス テム が 必要 な 条件 を 満た す た め に 、CSM [Compatibility Support Module] ま た は UEFI 
モー ド を 選択 し ます 。 


[CSM] non-UEFI ド ライ バー 針 加 デバ イス また は non-UEFI モ ー ド 0S に 対応 し ます 
[UEFII UEFI ド ライ バー 追 加 デ バイ ス ま た は UEFI モ ー ド 0S に 対応 し ます 


Wake Up Event Setup 
人 ド 毎 の シス テム 復帰 の 仕方 を 設定 し ます 。<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー 
に o 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


Wake Up Event By 

BIOS ま た は 0S に より イベ ント の 復帰 を 選択 し ます 。 

[BI0S] 次 の 項目 を 有効 に し * イ ベン ト の 復帰 を 設定 し ます 
[0S] イベ ント の 復帰 は 05 に よっ て 定義 され ます 


Resume By RTC Alarm 

RTC ア ラー ム に より シス テム の 復帰 を 有効 か 無効 に し ます 
[Enabled] RTC 日 時 指定 に よる シス テム の 起動 を 有効 に し ます s 
[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Date [of month] Alarm/ Time hh:mm:ss] Alarm 

RTC ア ラー ム の 日 付 / 時 間 を 設定 し ます 。Resume By RTC Alarm が Enabled に 設定 され 
て いる 場合 、 シ ステ ム が これ ら の フィ ー ル ド で 指定 され た 日 付 / 時 / 分 / 秒 で + & - キー で 
日 付 & 時 間 を 選択 し ます ] 自 動 的 に レジ ュー ム ( 起 動 ]} し ます 。 
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Resume By PCI/ PCI-E/ Networking Device 

PCl express に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] PCI/ PCle/ LAN/ WiFi デ バイ ス の アク ティ ビ テ ィ や 入力 何 号 が 検出 され 
る 場合 ^ シ ステ ム は 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰し ます * 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


> Resume By Intel 0nboard LAN 

オン ボー ド LAN に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] Intet LAN デ バイ ス の アク ティ ビ テ ィ や 入力 信号 が 検出 され る 場合 パシ ス 
テム は 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Resume By Intel 0nboard LAN/CNVi 

オン ボー ド LAN に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] Intel LAN/ CNVI デ バイ ス の アク ティ ビ テ ィ や 入力 信号 が 検出 され る 場 
合 、 シ ステ ム は 省 電 力 モ ー ド か ら 復帰 し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Resume By Intel CNVi 

InteL CNVi wireless モ ジュ ー ル に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] InteL CNVI デ バイ ス の アク ティ ビ テ ィ や 入力 信号 が 検出 され る 場合 シス 
テム は 省 電 力 モ ー ド か ら 復 帰し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Resume by USB Device 

USB デ バイ ス に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] USB デ バイ ス の アク ティ ビ テ ィ が 検出 され る 場合 シス テム は スリ ー プ 状 
態 か ら 復帰 し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Resume From S3/S4/S5 by PS/2 Mouse 

PS/2 マ ウス に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] PS/2 マ ウス の アク ティ ビ テ ィ が 検出 され る 場合 シス テム は 53/S4/S5 状 
態 か ら 復帰 し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Resume From S3/S4/S5 by PS/2 Keyboard 

PS/2 キ ー ボ ー ド に より シス テム の 復帰 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Any Key] PS/2 キ ー ボ ー ド 上 の 任意 の キー の アク ティ ビ テ ィ が 検出 され る 場合 パシ 
ステ ム は S3/S4/S5 状 態 か ら 復 帰し ます 

[Hot Key] PS/2 キ ー ボ ー ド の ホッ トキ ー の アク ティ ビ テ ィ が 検出 され る 場合 パ 、 シ ステ 
ム は S53/S4/S5 状 態 か ら 復帰 し ます ? 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Hot Key 


シス テム の 復帰 の ホッ トキ ー と し て 組み 合わ せ キ ー を 設定 し ます 。 こ の 項目 は Resume 
From S3/S4/S5 by PS/2 Keyboard が Hot Key に 設定 され て いる 場合 表示 され ます 。 
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Secure Erase+ 


Secure Erase+ 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 。Secure Erase+ は フォ ー マ ッ ト を 完成 する 
最も 良い 方 法 で す 。Secure Erase+ 機 能 を 使用 する と 、SSD 上 の デー タ は すべ て 消去 され る 
こと を 注意 し て くだ さい 。 


Secure Erase+ 
Secure Erase+ will delete all data and partition on your selected SSD. 
Please make sure that you have backed up all the important data from it. 
Click Yes to unlock your SSD from frozen state and proceed to Secure Erase+ 


Yes 


Py MSI Driver Utility Installer 

MSI driver utilty サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 有 効 に する と 、 初 め て 05 を イン スト 
ー ル する と 、Windows Update を 通じ て プラ ッ ト フ ォ ー ム ドラ イ バ ー が 自動 的 に ダウ ン ロ ー ド 
され ます 。 


y M.2 XPANDER-Z GEN4 S Fan Control 
M.2 XPANDER-Z フ ァ ン の LED 色 に よっ て ファ ン デ ュー ティ パー セン テー ジ を 設定 する こと が 
で きま す 。Auto に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に ファ ン デ ュー ティ を 設定 し ます 。 


Realtek PCle GBE Family Controller 
ドラ イ バ ー の 情報 や イー サ ネ ッ トコ ント ロー ラー パラ メー ター の 設定 を 表示 し ま 
す 。Network Stack が Enabled に 設定 され て いる 場合 表示 され ます 。 


Intel ( R ] Ethernet Connection 1219-V -[MAC 
ドラ イ バ ー の 情報 や イー サ ネ ッ トコ ント ロー ラー パラ メー ター の 設定 を 表示 し ま 
す 。Network Stack が Enabled に 設定 され て いる 場合 表示 され ます 。 


ブー ト 
シス テム の ブー ト デ バ イス の 順序 を 設定 し ます 。 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 
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Py FulL Screen Logo Display 
シス テム の P0ST の 間 に 、 フ ルス クリ ー ン ロゴ を 表示 する の を 有効 また は 無効 に し ます 。 


[Enabled] ロゴ を 最大 サイ ズ で 表示 し ます 
[Disabled] P0ST メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 


y GO02BI0S 

起動 時 に 5 秒間 電源 ボタ ン を 押し っ ぱな し に する こと に より 、 直 接 BIODS セ ッ ト ア ッ プ に 入る こ 

と を 可能 に し ます 。 

[Enabled] シス テム が オフ の 場合 55 状態 ) ヽ 5 秒間 電源 ボタ ン を 押し っ ぱな し に する こと 
に より ヽ 下 接 BIOS セ ッ ト ア ッ プ に 入る こと を 可能 に し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 

Py Bootup NumLock State 

シス テム 起動 時 の NumLock の 状態 を 設定 し ます 。 


Info Block effect 


GraphicaL Setup EnginelGSE] に 入る 際 の スラ イド 効果 の 適用 を 設定 し ます 。 こ の 項目 を 
Unlock に 設定 する と 、 ス ライ ド 効 果 が 利用 可能 に な り ま す 。 


[Unlock] スラ イド 効果 
[Lock] 画面 に 表示 され る ヘル プ 情 報 ブ ロッ ク を 固定 し ます 5 
POST Beep 


シス テム P0ST 中 に ビー プ 音 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


MSI Fast Boot 

MSI Fast Boot は シス テム を 起動 する も っ と も 速い 方 法 で す 。 有 効 に する と 、USB、PS2 お よ 

び SATA デ バイ ス が ブー ト 中 に 検出 され ませ ん 。 

[Enabled] Fast Boot 機 能 を 有効 に する と ヽ 起 動 時 間 が 短縮 され ます 次 の Fast Boot フ 
イー ルド は 無効 に な り ヽ 固定 され ます 

[Disabled] MSIFast Boot を 無効 に し ます 


ふ 注意 


MSI Fast Boot を 奏効 に する と 、BI05S セ ッ ト ア ッ プ 画面 を 起動 する こと が で きま せん 。MSI 
Center で MSI Fast oo7 を 無効 に する と 、/05 セ ッ ト ア ッ プ 画面 を 起動 で きま すみ 


> Fast Boot 
Windows 10 Fast Boot 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 。 こ の 項目 が MSI Fast Boot が 
Disabled に 設定 され て いる 場合 に の み 利 用 可能 で す 


了 Boot Option #1/ #2/ #3/ #4/ #5/ #6/ #7 
デバ イス の 起動 優先 順位 を 指定 し ます 。 


Py UEFI USB Key Drivers BBS Priorities 
USB キ ー ド ライ バー の 起動 優先 順位 を 指定 し ます 
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セキ ュ リ ティ 


シス テム の 安全 の た め に 、 こ の メニ ュー で 管理 者 パス ワー ド と ユー ザー パス ワー ド を 設定 し 
ます 。 こ の メニ ュー は TPM [Trusted Platform Modulel 機 能 の 設定 も 可能 で す 。 


SETTINGS 


[Disabled} 


Administrator Password 

シス テム の 安全 の た め に 、 管 理 者 パス ワー ド を 設定 し ます 。 管 理 者 パス ワー ド を 入力 し て 、 ユ 
ー ザ ー が 完全 な 権限 を 持っ て BIOS ア イ テ ム を 変更 する こと が で きま す 。 管 理 者 パス ワー ド が 
設定 され る と 、 こ の 項目 は Installed と 表示 され ます 。 


User Password 

シス テム の 安全 の た め に 、 ヽ ユー ザー パス ワー ド を 設定 し ます 。 ユ ー ザ ー パ スワ ー ド を 入力 し 
て 、 ユ ー ザ ー が 有限 の 権限 を 持っ て BIOS ア イ テ ム を 変更 する こと が で きま す 。 こ の 項目 は 管 
理 者 パス ワー ド が 設定 され て いる 場合 利用 可能 で す 。 ユ ー ザ ー パ スワ ー ド が 設定 され る と 、 
この 項目 は Installed と 表示 され ます 。 


Py Password Check 
パス ワー ド が 必要 な 条件 を 選択 し ます 。 


[Setup] BI0S の 設定 に 入る 際 パ スワ ー ド の 入力 が 必要 で す * 
[Bootl シス テム の 起動 する 際 パ スワ ー ド の 入力 が 必要 で す 


Py Password Clear 

パス ワー ド の クレ ア の た め に 、 ヽ クリ ア CMO0S の 動作 を 有効 また は 無効 に し ます 
[Enabled] クリ ア CM0S を 実行 し た 後 ^ パ スワ ー ド が 消去 され ます 
[Disabled] パス ワー ド が 消去 され ませ ん 


ふ 注意 


Administrator / User Password 項 下 を 選 訳 する と 、 パ スワ ー ド だ ボッ クス が 画面 に 表示 され 
ます 。 パ スワ ー ド だ を 入力 し 、Enrer を 二 し ます 。 入 力 の パス ワー だ は 、CM05 メ モリ に 以前 設定 
され た パス ワー だ に 置き 尊 え まあ パス ワー ド だ の 認 画面 が 表示 され まみ % 選 訳 を 史上 対す る 
場合 は Esc キ ー を 軌 し まみ 

パス ワー ド だ の 消去 ば 、 新 し い パ スワ ー ド だ を 入力 する と 正大 が 表示 され た 後 、 殺 も 入力 せ ず に 
Enter を 押し ます 。 パ スズ スワード が 無効 に な る 確 朗 メッ セー ジ が 表示 され ます 。/ ヤ スズ ワー ド が 無 
効 に な る と 、 権 限 な し で セッ ト ア ッ プ と 05 に 入る こと が で きま すず 
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 U-Key 
USB メ モリ を キー と し て 有効 また は 無効 に し ます 。 


Make U-Key at 
USB メ モリ を キー と し て 指定 し ます 。 


Trusted Computing 
TPM [Trusted Platform Module] 機 能 を 設定 し ます 。 


Security Device Support 

シス テム に アク セス する た め の エ ンド ー ス メン ト 鍵 を ビル ド す る た め に TPM 機 能 を 有効 
また は 無効 に し ます 。 

TPM Device Selection 

TPM デ バイ ス を 選択 し ます : dTPM また は fTPM 2.0。 

[dTPM] ハー ドウ ェ ア TPM の 場合 は dTPM を 選択 し ます 5 

[fTPM 2.0] ソフ トウ ェ ア TPM の 場合 は fTPM 2.0 を 澤 択 し ます っ» 


SHA256 PCR Bank 
SHA256 PCR バ ンク を 有効 また は 無効 に し ます 。 


SHA384 PCR Bank 
SHA384 PCR バ ンク を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py SM3 256 PCR Bank 
SM3_256 PCR バ ンク を 有効 また は 無効 に し ます 。 


y Pending operation 

pending TPM operation の アク ショ ン を 設定 し ます 。 

[None] 涯 択 を 破棄 し ます * 

[TPM Clear] TPM に 固定 され た すべ て の デー タ を クリ ア し ます 


Platform Hierarchy 
Platform Hierarchy を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Storage Hierarchy 
Storage Hierarchy を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Endorsement Hierarchy 
Endorsement Hierarchy を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Physical Presence Spec Version 
PPI (Physical Presence Interface] Spec バ ー ジ ョ ン を 選択 し ます 。 
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y Chassis Intrusion Configuration 
<Enter> キ ー を 押す と 、 ヽ サブ メニ ュー に 入り ます 


y Chassis Intrusion 

ケー ス が 開け られ る と き ヽ メッ セー ジ を 記録 する の を 有効 また は 無効 に し ます この 機能 
は ケー ス 開 放 ス イッ チ を 搭載 し て いる ケー ス に 対応 し ます 

[Enabled] ME と き ヽ シス テム は 警告 メッ セー ジ を 記録 し て 表示 させ 


[Reset] 間 ED また は Disabled に 戻り 


[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Py Secure Boot 
<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます s 


Py Secure Boot 

プラ ッ ト フ ォ ー ム 鍵 [PK] が 登録 され て 動作 され る 場合 の み 、 セ キュ アブ ー ト 機能 を 有効 
に する こと が で きま すっ > 

Secure Boot Mode 

安全 な ブー トモ ー ド を 符 択 し ます Secure Boot が 有効 に な る 場合 の み ヽ この アイ テム は 
表示 され ます 

[Standard] シス テム が 自動 的 に BIOS か ら 安 全 な キー を ロー ド し ます 

[Custom] ト 設定 を 行い ヽ 手 動 で 安全 な キー を ロー ド し ま 


Enroll alL Factory Default keys 

工場 出荷 時 の キー の ロー ド を 許可 し ます 。 こ れ ら の 設定 は 再起 動 ま た は 次 の 起動 後に 
利用 可能 に な り ま す s「Secure Boot Mode」 が Custom に 設定 され て いる 場合 の み ヽ この 
アイ テム は 表示 され ます 


Py Delete all Secure Boot variables 

すべ て の セキ ュ ア ブー トキ ー[PK,KEK,db,dbt,dbx] の 削除 を 許可 し ます 。 こ れ ら の 設定 は 
再起 動 ま た は 次 の 起動 後に 利用 可能 に な り ま す 。「Secure Boot Mode」 が Custom に 設 
定 さ れ て いる 場合 の み 、 こ の アイ テム は 表示 され ます 。 


Key Management 

<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 安 全 な ブー トキ ー を 管理 し ます 。 
「Secure Boot Mode」 が Custom に 設定 され て いる 場合 の み 、 こ の アイ テム は 表示 され 
ます 。 


> Provision Factory Default keys 
出場 時 の デフ ォ ル トキ ー を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Enroll alL Factory Default keys 

工場 出荷 時 の キー の ロー ド を 許可 し ます 。 こ れ ら の 設定 は 再起 動 ま た は 次 の 起動 後に 
利用 可能 に な り ま す 。 

Py Delete all Secure Boot variables 

すべ て の セキ ュ ア ブー トキ ー[PK,KEK,db,dbt,dbx] の 削除 を 許可 し ます 。 こ れ ら の 設定 
は 再起 動 ま た は 次 の 起動 後に 利用 可能 に な り ま す 。 

Save all Secure Boot variables 

すべ て の セキ ュ ア ブー トキ ー[PK,KEK,db,dbt,dbx] の 保存 を 許可 し ます 。 
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Enroll Efi Image 

セキ ュ ア ブー トモ ー ド に EFI Image を 動作 され る こと が で きま す 。PE Image SHA256 ハ 
ッシュ 認証 を 認可 署名 デー タベース [DB] に 登録 し ます 。 

Platform KeyIPKj: ? ? ? 

プラ ッ ト フ ォ ー ム 鍵 [PKj は すべ て の 未 認証 の 変更 か ら フ ァ ー ム ウェ ア を 保護 し ます 。 シ 
ステ ム は PK を 検証 し て か ら 05 に 入り ます ぃ プラットフォーム 鍵 [PKJ は KEK の アッ プ デ 
ー ト に 使用 され ます ? 

Set New Key 

シス テム に 新しい PK を 設定 し ます ? 


Delete Key 
シス テム か ら PK を 削除 し ます 


Key Exchange Keys: ? ? 2 
Key Exchange Key[KEKJ は DB また は DBX の アッ プ デ ー ト に 使用 され ます 


Set New Key 
シス テム に 新しい KEK を 設定 し ます 


> Append Key 
スト レー ジ デ バイ ス か ら 色 加 の KEK を シス テム に ロー ド し ます 


Delete Key 
シス テム か ら KEK を 削除 し ます < 


Py Authorized Signatures: ? 2 2 
認可 され た 署名 [DBJ は 、 ロ ー ド 可能 な サイ ン を リス ト し ます 


Set New Key 
シス テム に 新しい DB を 設定 し ます 


> Append Key 
スト レー ジ デ バイ ス か ら 怒 加 の DB を シス テム に ロー ド し ます 


Delete Key 
シス テム か ら DB を 削除 し ます 


Py Forbidden Signatures : 2 2 2 
禁止 され た 署名 [DBX] は 信頼 され ず ロ ー ド で き な い 禁止 され た 署名 を リス ト し ます 


Set New Key 
シス テム に 新しい DBX を 設定 し ます 


> Append Key 
スト レー ジ デ バイ ス か ら 怒 加 の DBX を シス テム に ロー ド し ます 


Delete Key 
シス テム か ら DBX を 削除 し ます 
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> Authorized TimeStamps: ? ? ? 
認可 され た タイ ム ス タ ン プ DBT] は 認可 され た タイ ム ス タ ン プ を 持つ 署名 を リス ト し ま 
す S 


Set New Key 
シス テム に 新しい DBT を 設定 し ます 


> Append Key 
スト レー ジ デ バイ ス か ら 色 加 の DBT を シス テム に ロー ド し ます ? 


Py 0sRecovery Singnatures: ? 2 2 
05 リ カバ リー に 利用 可能 な 署名 を リス ト し ます 


保存 & 終了 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


Discard Changes and Exit 
変更 内 容 を 保存 せ ず に BI0S を 終了 し ます 


Save Changes and Reboot 
すべ て の 変更 を 保存 し て ヽ * シ ステ ム を 再起 動 し ます 


Save Changes 
現在 の 変更 を 保存 し ます ? 


Discard Changes 
変更 内 容 を 破棄 し て ヽ 前 回 保存 時 の 内 容 を 呼び 出し ます 


Py Restore Defaults 
すべ て の デフ ォ ル ト 値 を 復元 / ロ ー ド し ます 


Boot Override 


シス テム に 接続 され た 起動 可能 な デバ イス が 画面 に 表示 され ます 。 デ バイ ス を 選択 する と 、 
選択 し た デバ イス か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
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0C メ ニュ ー 


この メニ ュー で 、 オ ー バ ー ク ロッ ク の た め に 周波 数 と 電圧 を 設定 し ます 。 より 高い 周波 数 と 
a シス テム が 不安 定 に な る お それ も ある こと 
に ご 注意 くだ さい 。 


SETTINGS 


Use USB to flash BIOS 


[A 
M-FLASH oc8 


A 注意 

。 手動 で の オー バー クロ ッ キ ング は 上 級 者 殿 外 に は お 薦め し ませ ん 。 

オーバークロック に よる 故 麻 は 製品 保証 の 対象 外 と な り ま す の で こ ご 注 意 く だ さい 。 不 適 
RI また ハー だ ウェア に 深 効 な ダメ ー ジ を 与え る お それ 


s サー バー クロ ッ ク に 精通 し て いな い 場 合 は 、6AME 0057/ CEA7OA GENIE 機 能 に よる 

簡単 な オー パーク ロッ ク を お 薦め し まず 

・0C メ ニュ ー の BI0S の オプ ショ ン と 設定 は ご 能 入 し た マザー ボー ド に よっ て 異な る 場合 が 
うま 5/05 の 設定 と す オプション の 詳細 は シス テム の 実 麻 の Bg/05 パ ーション を 参照 し て ぐ 
だ し 1。 


> 0C Explore Mode 

0C 設 定 の 表示 項目 を normall 通 常 ]) ま た は expert[ 専 門 ] の どちら に する か 設定 し ます 。 
[Normal BIOS 設 定 に 常 の 0C 設 定 項目 を 使用 し ます 

[Expert] BI0S 設 定 に 0C 上 級 者 向け の 詳細 な 0C 設 定 項目 を 使用 し ます ? 


y P-Core Ratio Apply Mode 


P-Core 倍 率 の 適用 モー ド を 設定 し ます 。 こ の 項目 は CPU が Turbo Boost を サポ ー ト し て い 
る 場合 に の み 表示 され ます 。 


Py P-Core Ratio 


P-Core 倍 率 を 設定 し 、CPU ク ロッ ク の 速度 を 変更 し ます 。 こ の 項目 は P-Core Ratio Apply 
Mode が All Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Numbers of P-Core Cores of Group 1 

標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 1 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 1 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 
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Py Target P-Core Turbo Ratio Group 1 


割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 1 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 
ます 。 


Numbers of P-Core Cores of Group 2 


標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 2 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 2 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target P-Core Turbo Ratio Group 2 

割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 2 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 


o 


Numbers of P-Core Cores of Group 3 


標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 3 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 3 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target P-Core Turbo Ratio Group 3 

割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 3 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 
ます 。 


y Numbers of P-Core Cores of Group 4 


標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 4 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 4 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target P-Core Turbo Ratio Group 4 

割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 4 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 

P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 

上 月 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 
す 。 


y Numbers of P-Core Cores of Group 5 

標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 5 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 5 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target P-Core Turbo Ratio Group 5 

割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 5 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 
ます 。 


y Numbers of P-Core Cores of Group 6 

標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 6 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 6 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 
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Py Target P-Core Turbo Ratio Group 6 

割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 6 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 
ます 。 


Numbers of P-Core Cores of Group 7 

標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 7 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 7 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target P-Core Turbo Ratio Group 7 


割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 7 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 


o 


Numbers of P-Core Cores of Group 8 

標的 P-Core Turbo Ratio グ ルー プ 8 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 8 で P コ ア の 数 を 設定 し ます 。P 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target P-Core Turbo Ratio Group 8 


割り 当て られ た P-Core グ ルー プ 8 に 、 任 意 の P-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
P-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表示 され 
ます 。 


> Adjusted CPU Frequency 


調整 後 の CPU の 周波 数 を 表示 し ます 読み 取り 専用 で す 。 こ れ ら の 項目 は P-Core Ratio 
Apply Mode が AlL Core また は Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Turbo Ratio 0ffset Value 


P core Turbo ratio の オフ セッ ト 値 を 設定 し ます 。 こ の 項目 は P-Core Ratio Apply Mode が 
Turbo Ratio Offset と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py PerP-Core Ratio Limit 
Manual に 設定 する と 、 次 の 項目 で 各 シ ング ル P-Core 倍 率 を 手動 で 設定 する こと が で きま 


o 


> P-Core 0 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py P-Core 1 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 
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Py P-Core 2 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


y P-Core 3 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py P-Core 4 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py P-Core 5 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py P-Core 6 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py P-Core 7 

CPU が 本 機能 を サポ ー ト の 場合 に は 、 シ ング ル P-core の た め に この 倍率 を 設定 し ます 。 各 
シン グル P コ ア の 目標 速度 は CPU に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 項目 は P-Core 
Ratio Apply Mode が Per Core と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


 E-Core Ratio Apply Mode 


E-core 倍 率 の 適用 モー ド を 設定 し ます 。 こ の 項目 は CPU が E-Core と Turbo Boost を サポ ー 
ト し て いる 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


 E-Core Ratio 


E-Core 倍 率 を 設定 し 、CPU ク ロッ ク の 速度 を 変更 し ます 。 こ の 項目 は CPU が E-Core を サポ 
ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 


y Numbers of E-Core of Group 1 

標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 1 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 1 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target E-Core Turbo Ratio Group 1 


割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 1 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 


o 
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ル y Numbers of E-Core of Group 2 

標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 2 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 2 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Target E-Core Turbo Ratio Group 2 

割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 2 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 

E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 

上 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 
す 。 


> Numbers of E-Core of Group 3 

標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 3 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 3 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Target E-Core Turbo Ratio Group 3 

割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 3 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 


o 


> Numbers of E-Core of Group 4 

標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 4 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 4 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Target E-Core Turbo Ratio Group 4 

割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 4 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 

E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 

lo は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 
す 。 


y Numbers of E-Core of Group 5 

標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 5 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 5 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


y Target E-Core Turbo Ratio Group 5 

割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 5 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 
ます 。 


y Numbers of E-Core of Group 6 

標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 6 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 6 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target E-Core Turbo Ratio Group 6 

割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 6 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 
ます 。 
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> Numbers of E-Core of Group 7 


標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 7 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 7 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target E-Core Turbo Ratio Group 7 


割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 7 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 

E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 

上 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 
す 。 


y Numbers of E-Core of Group 8 


標的 E-Core Turbo Ratio グ ルー プ 8 を 動作 の た め に 、 グ ルー プ 8 で E コ ア の 数 を 設定 し ます 。E 
コア の 数 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core 
Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py Target E-Core Turbo Ratio Group 8 


割り 当て られ た E-Core グ ルー プ 8 に 、 任 意 の E-Core Turbo ratio の 値 を 設定 し ます 。 任 意 の 
E-Core Turbo ratio の 値 は 、 次 の グル ー プ が 前 の グル ー プ より 多く な る べき で は あり ませ ん 。 
これ ら の 項目 は E-Core Ratio Apply Mode が Turbo Ratio と 設定 する 場合 に の み 表 示さ れ 


o 


Py Adjusted E-Core Frequency 


調整 後 の E-Core の 周波 数 を 表示 し ます * 読 み 取 り 専用 で す 。 こ れ ら の 項目 は E-Core Ratio 
Apply Mode が AlL Core ま た は Turbo Ratio と 設定 され る 場合 に 表示 され ます 。 


> E-Core Turbo Ratio 0ffset Value 
E-core Turbo ratio の オフ セッ ト 値 を 設定 し ます 。 こ の 項目 は E-Core Ratio Apply Mode が 
Turbo Ratio Offset と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 。 


Py PerE-Core Ratio Limit 
Manual に 設定 する と 、 次 の 項目 で E-core 倍 率 を 手動 で 設定 する こと が で きま す 。 


ル y E-Core 0-3 
E core 0-3 の 倍率 を 設定 し ます 。 


ル y E-Core 4-7 
E core 4-7 の 倍率 を 設定 し ます 。 


Py E-Core 8-11 
E core 8-11 の 倍率 を 設定 し ます 。 


 E-Core 12-15 
E core 12-15 の 倍率 を 設定 し ます 。 


38 Blos の 設定 


> CPU Ratio Mode 

CPU 倍率 の 動作 モー ド を 青 択 し ます 。 ぃ この 項目 は 手動 で CPU 倍率 を 設定 する 場合 に 表示 さ 
れ ま す 

[Fixed Mode] CPU 借 率 を 固定 し ます 。 

[Dynamic Mode] CPU の 負荷 に 応じ て CPU 倍率 が 動 的 に 変更 され ます 


Py Advanced CPU Configuration 


<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー が 表示 され ます 。CPU 電 源 / 電 流 に 関す る パラ メー ター 
を 設定 で きま す 。 パ ラメ ー タ ー を 変更 し た 後 、 シ ステ ム が 不安 定 に な っ た り 、 起 動 し な く な っ 
た りす る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 、CM05 デ ー タ を クリ ア し 、 デ フォ ルト 設定 に 戻し くく だ 
ごい 。 


CPU Force 
HELP ウ ィ ン ド ウ に CPU フ ォ ー ス の 図 を 表示 し ます 。 


Extreme 0C Setup 
極限 の オー バー クロ ッ ク の た め に 、 最 適 な BI0S 設 定 に 調整 し ます 。 


BCLK 100MHz Lock On 
有効 に する と 、BCLK は 100MHz に ロッ ク さ れ ま す 。 


Hyper-Threading 

ハイ パー スレ ッ デ ィング テク ノロ ジ を 有効 また は 無効 に し ます 。 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テ 
クノ ロジ に 対応 し た CPU を お 使い の 場合 、1T つ の CPU コア を 2 つの 論理 的 な CPU コア と 
し て 認識 させ 、 並 列 処理 性 能 を 高め る こと が で きま す 。 ほ と ん どの 場合 ハイ パー スレ ッ 
ディ ング テク ノロ ジ を 有効 に する こと で シス テム の 処理 性 能 が 向上 し ます 


Per P-Core Hyper-Threading Control 
個々 の CPU P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 設定 し ます 。 


Py P-Core 0 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 


o 


Py P-Core 1 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 
Py P-Core 2 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 
Py P-Core 3 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 
Py P-Core 4 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 


o 


Py P-Core 5 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 
す 。 
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Py P-Core 6 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 
Py P-Core 7 Hyper-Threading 
この シン グル P-core の た め に 、 ハ イ パ ー ス レッ ディ ング テク ノロ ジ を 有効 か 無効 に し ま 
> Per P-Core Control 
各 シ ング ル P-core コ ント ロー ル を 有効 か 無効 に し ます 。 


> P-Core 0 
P-core 0 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> P-Core 1 
P-core 1 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> P-Core 2 
P-core 2 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> P-Core 3 
P-core 3 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> P-Core 4 
P-core 4 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


y P-Core 5 
P-core 5 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> P-Core 6 
P-core 6 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> P-Core 7 
P-core 7 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Per E-Core Control 

各 シ ング ル E-core コ ント ロー ル を 有効 か 無効 に し ます 。 
> E-Core 0 
E-core 0 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> E-Core 1 
E-core 1 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


 E-Core 2 
E-core 2 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> E-Core 3 
E-core 3 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


> E-Core 4 
E-core 4 を 有効 また は 無効 に し ます 。 
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 E-Core 5 
E-core 5 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


 E-Core 6 
E-core 6 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py E-Core 7 
E-core 7 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py Active P-Cores 
アク ティ ブ に する P-core の 数 を 選択 し ます 。 


Py Active E-Cores 
アク ティ ブ に する E-core の 数 を 選択 し ます 。 


y Legacy Game Compatibility Mode 
レガ シー ゲー ム サ ポ ー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


ル y InteLAdaptive Thermal Monitor 

CPU を 過熱 か ら 保護 する た め に 、 イ ン テ ル アダ プティ ブサ ー マ ル モニ ター 機能 を 有効 ま 
た は 無効 に し ます 。 

[Enabled] CPU が 経 応 温度 を 超え た 場合 に い CPU コ アク ロッ ク 錬 度 を 落と し ます 
[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


ル IntelC-State 

イン テル C-state を 有効 また は 無効 に し ます sC-state は ACPI に よっ て 定義 され た プロ セ 
ッ サ 電力 管理 技術 で す ? 

[Auto] BIOS が 自動 的 に 設定 を 行い ます ? 

[Enabled] し ドル 状態 を 検知 し 、 状 況 に 応じ て CPU の 電力 消費 を 低減 


[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 。 


C1E Support 

Halt 状 態 で の 省 電 力 の た め の C1E 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 。 こ の 項目 は Intel 

C-State が Enabled に 設定 され て いる 場合 表示 され ます 。 

[Enabled] Hat 状 態 で の 省 電 力 の た め に C1E 機 能 を 有効 に し CPU の 動作 クロ ッ ク 
電圧 を 下げ ます * 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


y Package C State Limit 

シス テム の アイ ドル 時 の 省 電 力 の た め に 、CPU C-state レ ベル を 選択 し ます 。C-state の 
オプ ショ ン は 取り 付け られ た CPU に 依存 し ます 。CPU の た め に 、 長 い 間 隔 の TDP 電 力 制 
限 値 を 設定 し ます 。IntelLC-State の 項目 が Enabled に 設定 され て いる 場合 に 表示 され 


す e 


Intel Speed Shift Technology 

イン テル スピ ー ド シフ ト テ クノ ロジ を 有効 また は 無効 に し ます 。 エ ネル ギー 効率 を 最適 
化 で きま す 。 こ の 項目 は C じ PU が この テク ノロ ジ を サポ ー ト し て いる 場合 の み に 有 効 に な 
り ま す s 
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EIST 

Enhanced Intel® SpeedStep テ クノ ロジ を 有効 また は 無効 に し ます 。 

[Enabled] EIST を 有効 化し て ^CPU 電 圧 と コア 周波 数 を 動 的 に 調整 させ ます ぃ それ 
に より 平均 電力 消費 量 と 平均 熱発 生 量 を 低減 で きま す 

[Disabled]  EIST を 無効 に し ます 


Intel Turbo Boost 
イン テル "ター ボブ ー ス ト を 有効 か 無効 に し ます 。 こ の 項目 は CPU が Turbo Boost を サポ 
ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 


[Enabled] シス テム が より 高い パフ ォ ー マ ンス を 要求 する 場合 に ^CPU の 仕様 の 範囲 
内 で 自動 的 に CPU の クロ ッ ク を 上 昇 さ せま す 


[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 


Intel Turbo Boost Max Technology 3.0 


Intel9 Turbo Boost Max 3.0 を 有効 また は 無効 に し ます 。 こ の 項目 は C じ PU が Turbo 
Boost Max 3.0 を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 


> Enhanced Turbo 
すべ て の CPU コア の Turbo 機 能 を 有効 また は 無効 に し て ヽ CPU の 性 能 を 向上 し ます 


y Long Duration Power Limit (W] 
ター ボブ ー ス トモ ー ド 時 の CPU の た め に ヽ 長 い 間隔 の TDP 電 力 制限 値 を 設定 し ます 


Py Long Duration Maintained [s] 
Long duration power Limit(W] の 項目 の た め に ヽ 持 続 時 間 を 設定 し ます 


Short Duration Power Limit [W] 
ター ボブ ー ス トモ ー ド 時 の CPU の た め に ヽ 短 い 間隔 の TDP 電 力 制 限 値 を 設定 し ます 


Py CPU Current Limit (Al 

ター ボブ ー ス トモ ー ド 時 の CPU パッ ケー ジ の 最大 の 電流 制限 値 を 設定 し ます 。 電 流 が 指 
定 の 値 を 超え る と 、 電 流 の 低減 の た め に CPU が 自動 的 に コア 周波 数 を 下げ ます 。 

GT Current Limit [Al 

CPU GT パッ ケー ジ の 最大 の 電流 制限 値 を 設定 し ます 。 電 流 が 指定 の 値 を 超え る と 、 電 
流 の 低減 の た め に CPU が 自動 的 に 内 蔵 グ ラフ ィ ッ クス 周波 数 を 下げ ます 。 

Py CPU Lite Load Control 


CPU Lite Load control モ ー ド を 設定 し ます 。 よ り 高 い モ ー ド は より 高い CPU 電圧 を ロー 
ド し 、 シ ステ ム を 安定 で きま す 。 「Auto」 に 設定 する こと を お 勧め し ます 。 


Py CPU Lite Load 

CPU Lite Load モ ー ド を 設定 し ます 。 よ り 高 い モ ー ド は より 高い CPU 電圧 を ロー ド し 、 シ ス 
テム を 安定 で きま す 。「Auto」 に 設定 する こと を お 勧め し ます 。 こ の 項目 は CPU Lite Load 
Control が Normal と 設定 され る 場合 に の み 表 示さ れ ま す 
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Py CPU AC Loadline 

CPU AC load-line の 値 を 設定 し ます 。 よ り 高 い 値 は より 高い CPU 電圧 を ロー ド し 、 シ ステ 
ム を 安定 で きま す 。 こ の 項目 は CPU Lite Load Control が Advanced と 設定 され る 場合 に 
の み 表 示さ れ ま す s 


Py CPU DC Loadline 


CPU DC load-line の 値 を 設定 し ます 。 よ り 高 い 値 は より 高い CPU 電圧 を ロー ド し 、 シ ステ 
ム を 安定 で きま す 。 こ の 項目 は CPU Lite Load Control が Advanced と 設定 され る 場合 に 
の み 表 示さ れ ま す s 


CPU Over Temperature Protection 

CPU 過 温度 保護 の 温度 限度 を 設定 し ます 。 CPU の 温度 が 指定 の 数 値 を 超え る 場合 

に 、CPU 周 波数 は 抑制 され る 恐れ が あり ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 設定 を 行い 
ます 。 よ り 高 い 温度 を 設定 し た 場合 、 保 護 機能 が 働く まで の 余地 が 少な く な り ま す 。 

y CPU Under Voltage Protection 

CPU 低 電圧 保護 の 電圧 限度 を 設定 し ます 。Auto に 設定 する と 、BIOS が 自動 的 に 設定 し 
ます 。 よ り 高 い 電圧 を 設定 し た 場合 、 保 護 機能 が 働く まで の 余地 が 少な く な る た め 、 シ ス 
テム に 損害 を 与え る る お それ が あり ます 。 

y CPU Ratio Extension 


LN2 で 対応 する CPU オー バー クロ ッ ク の CPU 倍率 拡張 を 有効 また は 無効 に し ます 。 
「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 行い ます 。 


Py CPU PLL Banding Ratio 
LN2 で 対応 する CPU オー バー クロ ッ ク の CPU 帯域 倍率 を 設定 し ます 。 


> CPU FLL 0C Mode 
極限 の オー バー クロ ッ ク の た め に 、CPU FLL 0C モ ー ド を 設定 し ます 。 


TVB Ratio Clipping 

有効 に する と 、TVB [Thermal Velocity Boost| 機能 に より CPU 温度 が 関 値 に 達する 

と 、CPU コ ア 周 波数 が 低下 し ます 。 無 効 に する と 、 温 度 が 高い 場合 で も コア 周波 数 が 上 
昇 する 可能 性 が あり ます 。 こ の 項目 は CPU が TVB を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ま 
す 。 


TVB Ratio Clipping Enhanced 

有効 に する と 、 拡 張 TVB Thermal Velocity Boost) 機能 に より CPU 温度 が 同値 に 達する 
と 、 コ ア 周 波数 が 低下 し ます 。 無 効 に する と 、 温 度 が 高い 場合 で も コア 周波 数 が 上 昇 す 
る 可能 性 が あり ます 。 こ の 項目 は C じ PU が TVB を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 


TVB Voltage 0ptimizations 


プロ セッ サ に お ける TVB [Thermal Velocity Boostl 電 圧 の 蔽 化 を 有効 また は 無効 に し ま 
す 。 こ の 項目 は C じ PU が TVB を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 
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TVB Points Configuration 
<Enter> キ ー を 押す と 、 ヽ サブ メニ ュー が 表示 され ます cs TVB [Thermal Velocity Boostl の 
すべ て の ポイ ント 温度 の CPU 倍率 オフ セッ ト を 設定 する こと が で きま す 。 こ の 項目 は CPU 
が TVB を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 

TVB Points Temperature["C] 

TVB の ポイ ント 温度 を 設定 し ます ? 

TVB Points Ratio Offset 

上 記 の 設定 し た TVB ポ イン ト 温 度 に 、CPU の オフ セッ ト 倍率 を 設定 し ます 
PVD Ratio Threshold 
BCLK オ ー バ ー ク ロッ ク の PVD 倍 率 の 関 値 を 設定 し ます 。 


SA PLL Frequency 
BCLK オ ー バ ー ク ロッ ク の SA PLL 周 波数 を 設定 し ます 。 


y Core HW Fixup During TSC Copy 

ed ピー 中 の コア ハー ドウ ェ ア 修 復 を 有効 また は 無効 に し 
IA CEP Support 

IA CEP [Current Excursion ProtectionJ] サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


GT CEP Support 
GT CEP [Current Excursion Protection] サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


DMI Link Speed 
DMI Speed を Gen1/ Gen2/ Gen3/ Gen4 に 設定 し ます 。 


+CPU AVX Control 


Py AVX Support 
AVX [Advanced Vector Extensions) サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py CPU Ratio Offset When Running AVX 

オフ セッ ト 値 を 設定 し て CPU コア 倍率 を 低下 し ます 。AVX 命 令 セッ ト を 動作 し て いる 時 、 こ 
の 項目 は 熱 放 散 に 役立ち ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 行い ます 。 こ の 項 
目 は CPU と チッ プ セ ッ ト が 本 機能 を サポ ー ト し て いる 場合 に の み 表示 され ます 。 

Py AVX Voltage Guardband Scale 

AVX を 動作 し て いる 時 、CPU コ ア 電 圧 を 微 調整 する 追加 の 電圧 を 設定 し ます 。 


Ring Ratio 
Ring の 倍率 を 設定 し ます 。 有 効 な 値 の 範囲 は 取り 付け た CPU 依存 し ます 。 


> Adjusted Ring Frequency 
調整 後 の Ring の 周波 数 を 表示 し ます 。 読 み 取り 専用 で す 。 
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GT Ratio 
統合 し た グラ フィ ックス の 倍率 と プリ セッ ト GT 電 圧 を 設定 し ます 。 有 効 な 値 の 範囲 は 取り 付 
けた CPU 依存 し ます 。 


Py Adjusted GT Frequency 
調整 後 の 統 合 し た グラ フィ ックス の 周波 数 を 表示 し ます 読み 取り 専用 で す * 


y CPU Cooler Tuning 


CPU 冷却 タイ プ を 生 択 し ます > CPU 電力 制限 値 の プロ ファ イル が BI0S の 冷却 タイ プ に よっ 
て 自動 的 に 設定 され ます 


Py CPU Base Clock [MHz] 

CPU ベー ス 周 波数 を 設定 し ます 。 こ の 値 を 調整 する こと で CPU を オー バー クロ ッ ク 出 来 ま 
す 。 オ ー バ ー ク ロッ ク 時 の 動作 と 安定 性 に つい て は 保証 され な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 
この 項目 は プロ セッ サ が 本 機能 を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 


Py CPU Base Clock Apply Mode 

設定 し た CPU ベー スク ロッ ク の 適用 モー ド を 設定 し ます 。 

[Auto] BIOS が 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Next Boot] 区 回 の 起動 時 か ら ヽ 設定 し た CPU ベー スク ロッ ク で 動作 し ます 
[Immediate] 変更 し た 設定 が 即座 に CPU ベー スク ロッ ク に 適用 され ます 


Py CPU Base Clock Offset 
CPU ベー スク ロッ ク の オフ セッ ト 値 を 設定 し ます 。 


Py Dashboard 0C Button Control 
0C ボ タン を リア ル タ イ ム の CPU オー バー クロ ッ ク の た め に 、 ベ ー ス クロ ッ ク ま た は CPU 倍率 
を 指定 し ます 。 


Py Dashboard 0C Button Step [MHz] 
0C ボ タン ト + or -] が 毎回 押さ れる と き 、 ベ ー ス クロ ッ ク の 増減 ステ ッ プ を 設定 し ます 。 


y Direct 0C Button 
0C ボ タン / ヘッ ダー を リア ル タ イ ム の CPU オー バー クロ ッ ク の た め に 、 ベ ー ス クロ ッ ク ま た 
は CPU 倍率 を 指定 し ます 。 


Direct 0C Step [MHz] 
0C ボ タン ト + or -] が 毎回 押さ れる と き 、 ベ ー ス クロ ッ ク の 増減 ステ ッ プ を 設定 し ます 。 


> Extreme Memory Profile [XMP] 


XMP [Extreme Memory Profilej は メモ リモ ジュ ー ル に よる オー バー クロ ッ ク テ クノ ロジ で 
す 。 メ モリ を オー バー クロ ッ ク の た め に 、XMP を 有効 に し て メモ リモ ジュ ー ル の プロ ファ イル 
を 選択 し ます 。XMP を サポ ー ト する メモ リモ ジュ ー ル を 取り 付け た 場合 に 、 こ の 項目 が 利用 
で きま す 。 
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Py iEXPO 
使用 する メモ リモ ジュ ー ル に 対応 する タイ ミン グ を 最 色 化 し ヽ 電 圧 設定 等 の メモ リプ ロフ ァ 
イル を ロー ド し ます < 


DRAM Reference Clock 


DRAM 基 準 ク ロッ ク を 設定 し ます 。 有 効 な 値 の 範囲 は 取り 付け た CPU 依存 し ます 。 こ の 項目 
は CPU が 値 の 調整 を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 


Py CPU IMC : DRAM Clock 


CPU IMC [Integrated Memory Controllerl の DRAM ギ アタ イプ を 選択 し ます 。 こ の 項目 は 
CPU が 値 の 調整 を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 


[Gear 1] より 高い 帯域 幅 と より 低い 遅延 時 間 s 
[Gear 2] 帯域 幅 と 遅延 時 間 の バラ ンス を 取り ます 
[Gear 4] より 低い 帯域 幅 と より 高い 遅延 時 間 s 


DRAM Frequency 
DRAM 周 波数 を 設定 し ます 。 オ ー バ ー ク ロッ ク 時 の 動作 は 保証 され ませ ん の で ご 注意 くだ 


さい ? 


> Adjusted DRAM Frequency 
変更 し た DRAM 周 波数 を 表示 し ます ? 読 み 取り 専用 で す * 


Load Memory Presets 
装着 し た メモ リモ ジュ ー ル の タイ ミン グ 、 電 圧 を 最適 化し ます 。 


Py Memory Try lt ! 
Memory Try It! は 最適 な ベ メモリ プリ セット を 選択 する こと に より 、 メ モリ の 互換 性 また は 性 
能 を 改善 し ます 。 


DRAM Timing Mode 

メモ リタ イミ ング の モー ド を 選択 し ます ? 

[Auto] BIOS に より 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 

[Link] すべ て の メモ リ チ ャ ン ネル に 同じ DRAM タ イミ ング を 設定 で きま す 
[UnLink] 各 メ モリ チャ ン ネ ル に 別々 の DRAM タ イミ ング を 設定 で きま す 


y Advanced DRAM Configuration 

<Enter> キ ー を 押す と 、 ヽ サブ メニ ュー が 表示 され ます < 個別 また は 全て の メモ リ チ ャ ン ネル に 
対し て メモ リタ イミ ング を 設定 で きま す 。 メ モリ タイ ミン グ を 変更 し た 後 、 シ ステ ム が 不安 定 
に な っ た り 、 起 動 し な く な っ た りす る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 、CM0S デ ー タ を クリ ア し 、 デ 
フォ ルト 設定 に 戻し て くだ さい 。[ マ ザー ボー ド ユ ー ザ ー ズ ガイ ド の クリ ア CM0S ジ ャ ン パ / ボ 
OO クリ ア 後 BIOS の 設定 画面 で デフ ォ ル ト 設 定 を ロ 
ー ド 8 こさ い 。 


Memory Force 
HELP ウ ィ ン ド ウ に メモ リフ ォ ー ス の 図 を 表示 し ます 。 


Py Lucky Mode 
ラッ キー モー ド を 有効 に する と 、 メ モリ ー の オー バー クロ ッ ク 能 力 を 向上 し ます 。 
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XMP User Profile 


<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。XMP ユ ー ザ ー プ ロフ ァイル の メモ リプ ロ 
ファ イル を 手動 で 設定 で きま す 。 


Py SA GV 

SAGV [System Agent Geyserville] を 有効 また は 無効 に し ます 。SAGV は シス テム 条件 に 
よっ て 動 的 に メモ リ 周 波数 を 調整 し ます 。 

ル y Dynamic Memory Boost 

Memory Boost 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


y Realtime Memory Frequency 

リア ル タ イ ム メ モリ 周波 数 を 有効 また は 無効 に し ます 。 

DRAM Training Configuration 

サブ メニ ュー で 異な る DRAM ト レー ニン グ ア ル ゴリ ズム を 有効 また は 無効 に し ます < 
「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 行い ます 。 


DRAM PMIC Features 


Special PMIC Unlock 
非 公式 の PMIC 電 源 制 御 の 電圧 調整 方 法 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


VDD Current Limit 
VDD 電 流 限度 値 を 設定 し ます 。 


VDD Switching Mode 
VDD ス イッ チン グモ ー ド を 設定 し ます 。 


VDD Switching Frequency 
VDD ス イッ チン グ 周 波数 を 設定 し ます 。 


> VDDQ Current Limit 
VDDQ 電 流 限 度 値 を 設定 し ます 。 


VDDQ Switching Mode 
VDDQ ス イッ チン グモ ー ド を 設定 し ます 。 


Py VDDQ Switching Frequency 
VDDQ ス イッ チン グ 周 波数 を 設定 し ます 。 


VPP Current Limit 
VPP 電 流 限度 値 を 設定 し ます 。 


VPP Switching Mode 
VPP ス イッ チン グモ ー ド を 設定 し ます 。 


VPP Switching Frequency 
VPP ス イッ チン グ 周 波数 を 設定 し ます 。 
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y Command Rate 

コマ ンド レー ト を 設定 し ます 。 

tCL 

CAS (Column Address Strobel 遅 延 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tRCD 

RAS か ら CAS ま で の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 

Py tRP 

行 プ リ チ ャ ー ジ 時 間 を 設定 し ます 。 

Py tRAS 

RAS Column Address Strobe] ア クティ ビ テ イィ 時間 を 設定 し ます 。 

Py tRFC 

リフ レッ シュ か ら ア クティ ビ テ ィ / リフ レッ シュ まで の サイ クル 時 間 を 設定 し ます 。 
+Sub Timing Configuration 

Py tRFCPB 

バン ク 毎 の リフ レッ シュ か ら ア クティ ビ テ ィ / リフ レッ シュ まで の サイ クル 時 間 を 設定 し ま 


o 


Py tREFI 
REFI 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tWR 
書込み 回 復 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tWTR 
書込み か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


ytWTR_L 
内 部 書込み トラ ン ザ クシ ョ ン か ら 内 部 読出 し コマ ンド まで の 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tRRD 
RAS か ら RAS ま で の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


ytRRD L 
同じ ラン ク の 異な る バン ク で の RAS か ら RAS ま で の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


ytRTP 
読出 し か ら プ リ チ ャ ー ジ コ マン ド ま で の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tFAW 
4 つの アク ティ ビ テ ィ が 同じ ラン ク の 場合 の タイ ムウ ィ ン ド ウ を 設定 し ます 。 


tCWL 
CAS 書 込み の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
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Py tCKE 
CKE の 最小 時 間 を 設定 し ます 。 


y tCCD 
CCD 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tCCD_L 
CCD 時 間 を 設定 し ます 。 


Py +Turn Around Timing Configuration 


y Turn Around Timing Setting Mode 
メモ リタ ー ン アラ ウン ド タ イ ミン グ の モー ド を 選択 し ます 。 


ytRDRDSG 

異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 読出 し か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
ytRDRDDG 

異な る モジ ュー ル 間 の 読出 し か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
ytRDRDDR 

異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 読出 し か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
ytRDRDDD 

異な る モジ ュー ル 間 の 読出 し か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 

Py tWRWRSG 

異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 書込み か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
Py tWRWRDG 

異な る モジ ュー ル 間 の 書込み か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 

Py tWRWRDR 

異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 書込み か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
Py tWRWRDD 

異な る モジ ュー ル 間 の 書込み か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 

Py tRDWRSG 

異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 読出 し か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
Py tRDWRDG 

異な る モジ ュー ル 間 の 読出 し か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 

Py tRDWRDR 


異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 読出 し か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


BI0S の 設定 


49 


y tRDWRDD 
異な る モジ ュー ル 間 の 読出 し か ら 書 込み まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tWRRDSG 
異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 書込み か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tWRRDDG 
異な る モジ ュー ル 間 の 書込み か ら 読 出し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tWRRDDR 
異な る ラン ク パ ラメ ー タ 間 の 書込み か ら 読出 し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


Py tWRRDDD 
異な る モジ ュー ル 間 の 書込み か ら 読 出し まで の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


> +Advanced Timing Configuration 


 tWPRE 
tWPRE 時 間 を 設定 し ます 。 


 tRPRE 
tRPRE 時 間 を 設定 し ます 。 


 tWRPRE 
tWRPRE 時 間 を 設定 し ます 。 


 tRDPRE 
tRDPRE 時 間 を 設定 し ます 。 


txXP 
tXP 時 間 を 設定 し ます 。 


 tXPDLL 
tXPDLL 時 間 を 設定 し ます 。 


 tXPDLL 
tXPDLL 時 間 を 設定 し ます 。 


 tPRPDEN 
tPRPDEN 時 間 を 設定 し ます 。 


 tRDPDEN 
tRDPDEN 時 間 を 設定 し ます 。 


 tWRPDEN 
tWRPDEN 時 間 を 設定 し ます 。 


tCPDED 
tCPDED 時 間 を 設定 し ます 。 


50 Blos の 設定 


tAONPD 
tAONPD 時 間 を 設定 し ます 。 


 tREFIx9 
tREFIx9 時 間 を 設定 し ます 。 


 tXSDLL 
tXSDLL 時 間 を 設定 し ます 。 


 tZQOPER 
tZQOPER 時 間 を 設定 し ます 。 


tMOD 
tMOD 時 間 を 設定 し ます 。 


tzZacs 
tZQCS 時 間 を 設定 し ます 。 


 tZQCAL 
tZQCAL 時 間 を 設定 し ます 。 


 tXSR 
tXSR 時 間 を 設定 し ます 。 


 tREFSBRD 
tREFSBRD 時 間 を 設定 し ます 。 


tCSH 
tCSH 時 間 を 設定 し ます 。 


tCSL 
tCSL 時 間 を 設定 し ます 。 


tCA2CS 
tCA2CS 時 間 を 設定 し ます 。 


tCKCKEH 
tCKCKEH 時 間 を 設定 し ます 。 


tCSCKEH 
tCSCKEH 時 間 を 設定 し ます 。 


 tRFM 
tRFM 時 間 を 設定 し ます 。 


OREFRI 
OREFRI 時 間 を 設定 し ます 。 
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y +Latency Timing Configuration tRTL/tIOL 


y Latency Timing Setting Mode 

レイ テン シタ イミ ング の モー ド を 選択 し ます 。 

y RTL Init Value CHA 

メモ リ チ ャ ン ネル A ム の 初期 RTL 値 [Round Trip Latency) を 設定 し ます 。 


RTL Init Value (CHB] 
メモ リ チ ャ ン ネル B の 初期 RTL 値 [Round Trip Latency] を 設定 し ます 。 


y tRTL (CHA/D0/R0] 

チャ ン ネ ル A、DIMM0、RANKO の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
y tRTL [CHA/D0/R11] 
チャ ン ネ ル A、DIMM0、RANK1 の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
y tRTL [CHA/D1/R0] 
チャ ン ネ ル A、DIMM1、RANKD の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
y tRTL (CHA/D1/R11] 
チャ ン ネ ル A、DIMM1、RANK1 の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
y tRTL [CHB/D0/R0] 
チャ ン ネ ル B、DIMM0、RANKOU の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
y tRTL [CHB/D0/R11] 
チャ ン ネ ル B、DIMM0、RANK1 の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 
y tRTL [CHB/D1/R0] 
チャ ン ネ ル B、DIMM1、RANKO の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


y tRTL [CHB/D1/R11] 
チャ ン ネ ル B、DIMM1、RANK1 の ラウ ンド トリ ッ プ の 遅延 時 間 を 設定 し ます 。 


+Misc Item 


Safe Boot Retry 
起動 時 に 最適 な メモ リ 互 換 性 を 満た すこ と が 可能 で す 。 


DRAM Voltage Boost 

メモ リト レー ニン グ の 電圧 を 設定 し ます 。 よ り 高 い 電 圧 は 、 オ ー バ ー ク ロッ ク に 利点 が あ 
り ま す が 、 シ ステ ム が 不安 定 に な る お それ も ある こと に ご 注意 くだ さい 。 

ODT Finetune (CHA 

オー バー クロ ッ ク の 能力 と メモ リ チ ャ ン ネル A の 安定 性 を 改善 する た め に 、0DT [ON-die 
termination] の 値 を 設定 し ます 。 

ODT Finetune [CHB] 


オー バー クロ ッ ク の 能力 と メモ リ チ ャ ン ネル B の 安定 性 を 改善 する た め に 、O0DT [ON-die 
termination] の 値 を 設定 し ます 。 
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Rx Equalization 


Rx Equalization の 値 を 設定 し ます 。 


VTT ODT 


VTT 0DT 機 能 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


Py Enhanced Interleave 


Enhanced Interleave サ ポー ト を 有効 また は 無効 に し ます 。 


+0n-Die Termination Configuration 


Rtt Wr 【CHA/D0) 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM0 


Rtt Nom Rd({CHA/DO]} 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM0 


Rtt Nom Wr(CHA/D0] 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM0 


Rtt Park (CHA/D0] 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM0 


Rtt Park Dqs (CHA/DO) 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM0 


Rtt Wr (CHA/D1) 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM1 


Rtt Nom Rd({CHA/D1]} 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM1 


Rtt Nom Wr{CcHA/D1) 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM1 


Rtt Park (CHA/D1} 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM1 


Rtt Park Dqs (CHA/D1) 
メモ リ チ ャ ン ネル A、DIMM1 


Rtt Wr (CHB/DO) 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM0 


Rtt Nom Rd(CHB/D0) 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM0 


Rtt Nom Wr(CHB/D0] 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM0 


Rtt Park [CHB/D0] 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM0 


の 0DT RTT_WR を 設定 し ます 。 


の ODT RTT_NOM_RD 時 間 を 設定 し ます 。 


の ODT RTT_NOM_WR 時 間 を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_PARK を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_PARK DQS を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_WR を 設定 し ます 。 


の ODT RTT_NOM_RD 時 間 を 設定 し ます 。 


の ODT RTT_NOM_WR 時 間 を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_PARK を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_PARK DQS を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_WR を 設定 し ます 。 


の ODT RTT_NOM_RD 時 間 を 設定 し ます 。 


の ODT RTT_NOM_WR 時 間 を 設定 し ます 。 


の 0DT RTT_PARK を 設定 し ます 。 
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Rtt Park Dqs (CHB/D0] 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM0 の 0ODT RTT_PARK DQS を 設定 し ます 。 


Rtt Wr (CHB/D1) 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM1 の 0DT RTT_WR を 設定 し ます 。 


Rtt Nom Rd(CHB/D1) 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM1 の 0DT RTT_NOM_RD 時 間 を 設定 し ます 。 


Rtt Nom Wr(CHB/D11] 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM1 の 0DT RTT_NOM_WR 時 間 を 設定 し ます 。 


Rtt Park [CHB/D1] 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM1 の 0DT RTT_PARK を 設定 し ます 。 


Rtt Park Dqs (CHB/D1] 
メモ リ チ ャ ン ネル B、DIMM1 の 0DT RTT_PARK DQS を 設定 し ます 。 


Memory Fast Boot 

シス テム の 起動 の 度 に 行う メモ リ の 開始 と トレ ー ニ ング を 有効 また は 無効 に 設定 し ます 。 

[Auto] BIOS に より 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 

[Enabled] 初回 起動 時 に 実行 し た 開始 と トレ ー ニ ング の 結果 を シス テム に 保持 させ ま 
すそ の 後 は 起動 の 度 に 初期 化 と トレ ー ニ ング を し な く な る た め ヽ シス テム の 
起動 が 早く な り ま す 。 

[Disabled] 起動 の 度 に メモ リ の 初期 化 と トレ ー ニ ング が 行わ れ ま す 

[No Training] 起動 の 度 に メモ リ の トレ ー ニ ング が 行わ れ ま せん 

[SlowTraining] 起 動 の 度 に メモ リ の トレ ー ニ ング が 行わ れ ま す ? 


> Memory Fast Boot When 0C Fail 
0C 失 敗 時 の メモ リ の 初期 化 と トレ ー ニ ング を 有効 また は 無効 に 設定 し ます 。 


y DigitALL Power 
<Enter> キ ー を 押す と ヽ サ ブ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 サ ブ メ ニュ ー で は ヽ CPU の 電圧 / 電 流 / 
温度 に つい て の 保護 条件 を 設定 で きま す ? 


Py CPU Loadline Calibration Control 

CPU 電圧 が CPU の 負荷 に 比例 し て 低下 し ます 。 高 い パ ー セ ン テ ー ジ ほど より 高い 電圧 と 
優れ た オー バー クロ ッ ク 性 能 得る こと が で きま す が 、CPU と VRM の 温度 が 高く な る 可 
能 性 が あり ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BIOS に よっ て 自動 的 に 設定 され ます 。 

Py CPU Loadline Saturation Control 


CPU Loadline Saturation コ ント ロー ル を 有効 また は 無効 に し ます 。「Auto」 に 設定 する 
と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 


Py CPU Loadline Saturation levellA] 


CPU Loadline Saturation レ ベル を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 
設定 を 行い ます 。 
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y CPU Over Voltage Protection 

CPU 過電圧 保護 の 電圧 限度 を 設定 し ます 。Auto に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 し 
ます 。 よ り 高 い 電圧 を 設定 し た 場合 、 保 護 機能 が 働く まで の 余地 が 少な く な る た め 、 シ ス 
テム に 損害 を 与え る お それ が あり ます 。 

CPU Over Current Protection 

CPU 過 電 流 保護 の 電流 限度 値 を 設定 し ます 。Auto に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 
を 行い ます 。 

[Auto] BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Enhanced] 過 電 流 保護 の 電流 範囲 を 拡張 し ます >。 


CPU Switching Frequency 

PWM の 動作 スピ ー ド を 設定 し ます 。PWM の 動作 スピ ー ド を 上 げ る と CPU コア 電圧 が 安 
定 化 し 、 リ ッ プ ル の 範囲 を 最小 に し ます が 、M0SFET は より 高温 に な り ま す 。 こ の 数 値 を 

上 げ る 場合 は 、 事 前 に 必ず MO0SFET の 冷却 対策 を 実施 し て くだ さい 。「Auto」 に 設定 する 
と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 

Py CPU VRM Over Temperature Protection 

CPU VRM の 過 温 度 保護 を 有効 か また は 無効 に ます 。 


Py CPU GT Loadline Calibration Control 

CPU 内 蔵 の GPU 電圧 が GPU の 負荷 に 比例 し て 低下 し ます 。 高 い パ ー セ ン テ ー ジ ほど より 
高い 電圧 と 優れ た オー バー クロ ッ ク 性 能 を 得る こと が で きま す が 、CPU と VRM の 温度 が 
高く な る 可能 性 が あり ます 。 

Py CPU GT Over Current Protection 

CPU GT 過 電 流 保護 の 電流 限度 値 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 
行い ます 。 

[Auto] BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Enhanced] 則 電 流 保 護 の 電流 範囲 を 拡張 し ます 5 


y CPU GT Switching Frequency 


PWM の 動作 スピ ー ド を 設定 し ます 。PWM の 動作 スピ ー ド を 上 げ る と CPU GT 電圧 が 安 
定 化 し 、 リ ッ プ ル の 範囲 を 最小 に し ます が 、M0SFET は より 高温 に な り ま す 。 こ の 数 値 を 
上 げ る 場合 は 、 事 前 に 必ず MO0SFET の 冷却 対策 を 実施 し て くだ さい 。「Auto」 に 設定 する 
と 、BI0S が 自動 的 に 行い ます 。 


Py CPU AUX Loadline Calibration Control 
CPU AUX 電 圧 が CPU 負荷 に 比例 し て 低下 し ます 。 高 い パ ー セ ン テ ー ジ ほど より 高い 電圧 
と 優れ た オー バー クロ ッ ク 性 能 を 得る こと が で きま す が 、CPU と VRM の 温度 が 高く な る 
可能 性 が あり ます 。 

CPU Core Voltage Monitor 

CPU コア 電圧 を モニ タリ ング する 目標 項目 を 選択 し ます 。 
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Py CPU Core Voltage Mode 

CPU Core 電 圧 の た め の コ ント ロー ルモード を 選択 し ます 。 

[Auto] BIOS に より 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Adaptive Mode] シス テム の パフ ォ ー マ ンス を 最適 化す る た め に ヽ 適 応 する 電圧 を 自動 
的 に 設定 し ます ? 

[Override Mode] 手動 で 電圧 を 設定 で きま す 

[Offset Mode] オフ セッ ト 電 圧 の 設定 と 電圧 オフ セッ トモ ー ド の 澤 択 が で きま すっ 

[Adaptive + Offset] _ 適応 する 電圧 を 自動 的 に 設定 させ オフ セッ ト 電 圧 を 設定 で きま すっ > 

[Advanced Offset] 手動 で サブ メニ ュー の 電圧 と オフ セッ ト 電 圧 を 設定 で きま す 

[Adaptive+Advanced Offset] 手動 で サブ メニ ュー の 適 応 す る 電圧 と オフ セッ ト 電 圧 を 設 

定 で きま す ? 
CPU Core Voltage 


CPU Core 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


CPU Core Voltage Offset Mode 
CPU Core 電 圧 の た め の オ フ セ ッ トモ ー ド を 選択 ます 。 


CPU Core Voltage Offset 
CPU Core 電 圧 の オフ セッ ト 値 を 設定 し ます 。 


Py Advanced Offset Mode 
<Enter> キ ー を 押す と 、 ヽ サブ メ ニュ ー に 入り ます s 


Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x8 


Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 


Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 


Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x25 


Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 


y Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 


Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x35 


Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 
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y Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 


Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x43 
Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 
Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 
Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x48 
Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 
Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 
Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x50 
Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 
Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 
Set Voltage Offset When Running CPU Ratio x51 
Voltage Offset Control 
電圧 の オフ セッ トモ ー ド を 選択 ます 。 
y Voltage Offset Target 
オフ セッ ト の 値 を 設定 し ます 。 
y CPU GT Voltage Mode 
CPU GT 電圧 の た め の コ ント ロー ルモード を 選択 し ます 。 


[Auto] BIO0S に より 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Adaptive Mode] シス テム の パフ ォ ー マ ンス を 最 痛 化 する た め に ヽ 敵 応 する 電圧 を 自動 
的 に 設定 し ます 5 

[Override Mode] 手動 で 電圧 を 設定 で きま す 

[Offset Mode] オフ セッ ト 電 圧 の 設定 と 電圧 オフ セッ トモ ー ド の 半 択 が で きま す 

[Adaptive+ Offset] 敵 応 する 電圧 を 自動 的 に 設定 させ ヽ オ フ セ ッ ト 電 庄 を 設定 で きま す 

[AdvancedOffset] 手動 で サブ メニ ュー の 電圧 と オフ セッ ト 電 圧 を 設定 で きま す 
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CPU GT Voltage 


CPU GT 電圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー ザ 
ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


y CPU GT Voltage 0ffset Mode 
CPU GT 電圧 の た め の オ フ セ ッ トモ ー ド を 選択 ます 。 


Py CPU GT Voltage 0ffset 
CPU GT 電圧 の オフ セッ ト 電 圧 を 設定 し ます 。 


Py CPU E-Core L2 Voltage Mode 
CPU E-core L2 電 圧 の た め の コ ント ロー ルモード を 選択 し ます 。 


[Auto] BIOS に より 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Adaptive Mode] シス テム の パフ ォ ー マ ンス を 最適 化す る た め に ヽ 適 応 する 電圧 を 自動 
的 に 設定 し ます 5 

[Override Mode] 手動 で 電圧 を 設定 で きま す 

[Offset Mode] オフ セッ ト 電 圧 の 設定 と 電圧 オフ セッ トモ ー ド の 笛 択 が で きま す 

[Adaptive+ Offset] _ 適応 する 電圧 を 自動 的 に 設定 させ ヽ オ フ セ ッ ト 電 圧 を 設定 で きま すっ 。 

[Advanced Offset] 手動 で サブ メニ ュー の 電圧 と オフ セッ ト 電 圧 を 設定 で きま すっ > 


CPU E-Core L2 Voltage 


CPU E-core L2 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


CPU E-Core L2 Voltage Offset Mode 
CPU E-core L2 電 圧 の た め の オ フ セ ッ トモ ー ド を 選択 ます 。 


CPU E-Core L2 Voltage 0ffset 
CPU E-core L2 電 圧 の オフ セッ ト 電 圧 を 設定 し ます 。 


y CPU SA Voltage Mode 
CPU SA 電圧 の た め の コ ント ロー ルモード を 選択 し ます 。 


[Auto] BIO0S に より 自動 的 に 設定 を 行い ます 

[Adaptive Mode] シス テム の パフ ォ ー マ ンス を 最 色 化 する た め に ヽ 導 応 する 電圧 を 自動 
的 に 設定 し ます 5 

[Override Mode] 手動 で 電圧 を 設定 で きま す 

[Offset Mode] オフ セッ ト 電 圧 の 設定 と 電圧 オフ セッ トモ ー ド の 半 択 が で きま す ? 

[Adaptive+ Offset] _ 適応 する 電圧 を 自動 的 に 設定 させ ヽ オ フ セ ッ ト 電 圧 を 設定 で きま すっ > 

[Advanced Offset] 手動 で サブ メニ ュー の 電圧 と オフ セッ ト 電 圧 を 設定 で きま す 
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Py CPU SA Voltage 


CPU SA 電圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー ザ 
ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py CPU SA Voltage 0ffset Mode 
CPU SA 電圧 の た め の オ フ セ ッ トモ ー ド を 選択 ます 。 


Py CPU SA Voltage Offset 
CPU SA 電圧 の オフ セッ ト 電 圧 を 設定 し ます 。 


y CPU VDDQ Voltage 
CPU VDDQ 電 圧 を 選択 し ます 。 


y CPU VDD2 Voltage 


CPU VDD2 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py CPU 1.05 Voltage 


CPU 1.05 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> CPU 1.8 Voltage 


CPU 1.8 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー ザ 
ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py CPU AUX Voltage 


CPU AUX 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py CPU PLL SFR Voltage 


CPU PLL SFR 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


GT PLL SFR Voltage 


GT PLL SFR 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ 
ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


y Ring PLL SFR Voltage 


Ring PLL SFR 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py SA PLL SFR Voltage 


SA PLL SFR 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ 
ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py E-Core L2 PLL SFR Voltage 


E-core L2 PLL SFR 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い 
ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 
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Py MC PLL SFR Voltage 


MC PLL SFR 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ 
ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DRAM Voltage 
DRAM 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー 
も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py Eventual DRAM Voltage 

最終 電圧 を 設定 し ます 。 こ の 電圧 は 、 起 動 シ ー ケ ンス の トレ ー ニ ング フェ ー ズ 後 の DRAM 起 
電圧 で す 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設 

定 を 行う こと が で きま す 。 


Py DRAM VTT Voltage 


DRAM VTT 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM VPP Voltage 


DRAM VPP 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DRAM VREF Voltage Control 
DRAM VREF 電 圧 が CPU と HW の どちら で 行う か を 選択 し ます 。 


Py DRAM DIMMA1 VREF Voltage 


DIMMA1 VREF 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BIOS が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMA2 VREF Voltage 


DIMMA2 VREF 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DRAM DIMMB1 VREF Voltage 


DIMMB1 VREF 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BIOS が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMB2 VREF Voltage 


DIMMB2 VREF 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 
ユー ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DRAM Voltage Mode 

DRAM 電 圧 の た め の コ ント ロー ルモード を 選択 し ます 。 

[Link] すべ て の メモ リ チ ャ ン ネル に 同じ DRAM 電 圧 を 設定 で きま すっ > 
[UnLink] 各 メ モリ チャ ン ネ ル に 別々 の DRAM 電 圧 を 設定 で きま す ? 
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DRAM Voltage 


すべ て の メモ リ チ ャ ン ネル に 同じ DRAM 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自 
動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMA1 Voltage 


別々 に DRAM DIMMA1 電圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行 
いま す 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMA2 Voltage 


別々 に DRAM DIMMA2 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行 
いま す 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py DRAM DIMMB1 Voltage 


別々 に DRAM DIMMB1 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行 
いま す 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py DRAM DIMMB2 Voltage 


別々 に DRAM DIMMB2 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BIOS が 自動 的 に 設定 を 行 
いま す 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py DRAM VDDQ Voltage 


DRAM VDDQ 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ 
ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DRAM DIMMA1 VDDQ Voltage 


別々 に DRAM DIMMA1 VDDQ 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設 
定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py DRAM DIMMA2 VDDQ Voltage 


別々 に DRAM DIMMA2 VDDQ 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設 
定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DRAM DIMMB1 VDDQ Voltage 


別々 に DRAM DIMMB1 VDDQ 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設 
定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Py DRAM DIMMB2 VDDQ Voltage 


別々 に DRAM DIMMB2 VDDQ 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設 
定 を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM VPP Voltage 


DRAM VPP 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMA1 VPP Voltage 


別々 に DRAM DIMMA1 VPP 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 
を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 
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> DRAM DIMMA2 VPP Voltage 


別々 に DRAM DIMMA2 VPP 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 
を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMB1 VPP Voltage 


別々 に DRAM DIMMB1 VPP 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 
を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


> DRAM DIMMB2 VPP Voltage 


別々 に DRAM DIMMB2 VPP 電 圧 を 設定 し ます 。 「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 
を 行い ます 。 ユ ー ザ ー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


PCH 0.82 Voltage 


PCH 0.82 電 圧 を 設定 し ます 。「Auto」 に 設定 する と 、BI0S が 自動 的 に 設定 を 行い ます 。 ユ ー 
ザー も 手動 で 設定 を 行う こと が で きま す 。 


Memory 0C Retry Count 
メモ リ 0C 再 試行 の カウ ント を 設定 し ます 。 メ モリ 0C 再 試行 が 失敗 し 、 カ ウン ト に 達する 場合 
に 、 シ ステ ム は 最後 の 利用 可能 な 設定 に 戻し ます 。 


CPU Memory Changed Detect 

CPU また は メモ リ が 交換 され た 場合 、 シ ステ ム の ブー ト 中 に 警告 メッ セー ジ を 表示 する 機能 

を 有効 また は 無効 に し ます 

[Enabled] シス テム の ブー ト 中 に 警告 メッ セー ジ を 表示 させ ます cs 新しい デバ イス の た 
め に デフ ォ ル ト 設 定 を ロー ド す る 必要 が あり ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ヽ 現在 の BI0S 設 定 を 保持 し ます * 


0C Quick View Timer 
OO 


> CPU Specifications 

<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 サ ブ メ ニュ ー に は 取り 付け られ た CPU の 情 
報 が 表示 され ます 。<F4> キ ー を 押す こと で 、 い つ で も この 情報 メニ ュー に アク セス で きま す 。 
読み 取り 専用 で す 。 


CPU Technology Support 
<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 取 り 付け られ た CPU が サポ ー ト す 
る テク ノロ ジ が 表示 され ます 。 読 み 取 り 専用 で す 。 

> MEMORY-Z 


<Enter> キー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 サ ブ メ ニュ ー に は 取り 付け られ た メモ リ の 
CRE FD いつ で も この 情報 メニ ュー に ア 
ス で き GO 
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SETTINGS 


y DIMMx Memory SPD 


<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 取 り 付 けら れ た メモ リ の 情報 が 表示 さ 
れ ま す 。 読 み 取り 専用 で す 。 


CPU Features 
<Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニュ ー に 入り ます 。 


SETTINGS 


[En: ] 
[Enabled] 


Use USB to flash BIOS 


M-FLASH 


Limit CPUID Maximum 
拡張 CPUID 値 を 有効 また は 無効 に し ます 。 


[Enabled] BI0S が 最大 CPUID 入 力 値 を 制限 し ヽ 拡 張 CPUID 値 を も つ CPU を サポ ー ト 
し な い 古 い 05S で の 起動 に 関す る 問題 を 回 避 し ます ? 


[Disabled] 実際 の 最大 CPUID 入 力 値 を 使用 し ます < 


ル y Intel Virtualization Tech 

イン テル バー チャ ライ ゼー ショ ン ・ テ クノ ロジ を 有効 また は 無効 に し ます 

[Enabled] イン テル バー チャ ライ ゼー ショ ン ・ テ クノ ロジ を 有効 に し て ヽ 複 数 の 0S が 
独立 し た 区 画 で 動作 する プラ ッ ト フ ォ ー ム に し ます シス テム は 仮想 的 に 
複数 の シス テム と し て 機能 し ます 

[Disabled] この 機能 を 無効 に し ます 5 


Intel VT-D Tech 


イン テル VT-D [ダイ レク ト |/0 の た め の イ ン テ ル バー チャ ライ ゼー ショ ン ] テ クノ ロジ を 有 
効 ま た は 無効 に し ます 。 
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Control IOMMU Pre-boot Behavior 


プリ ブー ト 環 境 で の IOMMU [|/0 Memory Management Unit] を 有効 また は 無効 に し ま 
す 。InteL VT-D が Enabled に 設定 され て いる 時 、 こ の 項目 が 有効 に な り ま す 。 


DMA Control Guarantee 


DMA [Direct Memory Access) コン トロ ー ル 保証 を 有効 また は 無効 に し ます 。Intel 
VT-D が Enabled に 設定 され て いる 時 、 こ の 項目 が 有効 に な り ま す 。 


y Hardware Prefetcher 
ハー ドウ ェ ア プ リフ ェ ッ チャ ー [MLC Streamer prefetcher] を 有効 また は 無効 に し ます 。 


[Enabled] CPU の パフ ォ ー マ ンス を チュ ー ン する た め に ヽ ハ ー ドウ ェ ア プ リフ ェ ッ チャ 
PA キャ ッシュ に 自動 的 に デー タ と 命 念 を プリ フェ ッ チ し ま 
[Disabled] ハー ドウ ェ ア プ リフ ェ ッ チャ ー を 無効 に し ます 


y Adjacent Cache Line Prefetch 
CPU ハー ドウ ェ ア プ リフ ェ ッ チャ ー [MLC Spatial prefetcherl を 有効 また は 無効 に し ま 


[Enabled] キャ ッシュ の 遅延 時 間 を 低減 し 特定 の アプ リケーション の 性 能 を 最高 
の 状態 に チュ ー ン する た め に ヽ ゝ 隣接 キャ ッシュ ライ ン の プリ フェ ッ チ を 有 有 
効 に し ます 

[Disabled] 要求 され た キャ ッシュ ライ ン の み 有 効 に し ます 


CPU AES Instructions 

CPU AES [Advanced Encryption Standard-New Instructions) サ ポー ト を 有効 また は 無 
効 に し ます 。 こ の 項目 は CPU が 本 機能 を サポ ー ト し て いる 場合 に 表示 され ます 。 

CFG Lock 

MSR OxE2[15]、CFG ロ ッ ク ビ ッ ト を ロッ ク / また は アン ロッ ク し ます 。 

[Enabled] CFG ロッ クビ ッ ト を ロッ ク し ます 

[Disabled] CFG ロッ クビ ッ ト を アン ロッ ク し ます s 
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M-FLASH メ ニュ ー 


M-FLASH は USB メ モリ で の BI0S5 ア ッ プ デー ト を サポ ー ト し ます 。MSI の WEB サ イト か ら 最 
新 の BIOS フ ァイル を ダウ ン ロ ー ド し 、USB メ モリ に コピ ー し て くだ さい 。 下 記 の 手順 に 従っ て 
BIOS5 の アッ プ デ ー ト を 行っ て くだ さい 。 


1. アッ プ デ ー ト する BI0S イ メー ジフ ァイル を 含む USB メ モリ を マザー ボー ド の USB ポ ー ト 
に 挿入 し ます 。 

2. M-FLASH タ ブ を クリ ッ ク す る と 、 デ マン ド メ ッ セー ジ が 表示 され ます 。Yes を クリ ッ ク し て 
シス テム を 再起 動 さ せ 、 フ ラッ シュ モー ド に 入り ます 。 


System will auto reboot and enter flash mode. 
Do you want to enter flash mode? 


Yes | N 


3. シス テム が 再起 動 し た 後 、 フ ラッ シュ モー ド に 入り 、 フ ァイル 選択 メニ ュー が 表示 され ま 


o 


File Path :fs0:\ 
Drive File 


2015707/01 12:34:56 BIOSFILE01 
2015707/02 12-34:56 BIOSFILE02 
2015707/03 12-34:56 BIOSFILE03 
2015707/04 12-34:56 BIOSFILE04 
2015707/05 12:34:56 BIOSFILE05 


2015707/06 12-34:56 BIOSFILE06 
2015707/07 12-34-56 BIOSFILE07 
2015707/08 12-34:56 BIOSFILE08 
2015707/09 12:34-56 BIOSFILE09 
2015/07/10 12:34-56 BIOSFILE10 


4. BIOS イ メー ジフ ァイル を 一 つ 選 択 し 、BIOS ア ッ プ デー ト の プロ セス を 開始 させ ます 。 
5. アッ プ デ ー ト プロ セス が 完了 し た 後 、 シ ステ ム が 自動 的 に 再起 動 し ます 。 
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0C プ ロフ ァイル メニ ュー 
この メニ ュー で BIOS プ ロフ ァイル を 設定 する こと が で きま す 。 


SETTINGS 


M-FLASH 


Overclocking Profile 1/ 2/ 3/ 4/ 5/ 6 
プロ フィ ー ル 1/ 2/ 3/ 4/ 5/ 6 管理 を オー バー クロ ッ ク し ます 。 <Enter> キ ー を 押す と 、 サ ブ メ ニ 
ュー に 入り ます 。 


Set Name for Overclocking Profile 1/ 2/ 3/ 4/ 5/ 6 
現在 の オー バー クロ ッ ク プ ロフ ィ ー ル を 命名 し ます 。 


Save Overclocking Profile 1/ 2/ 3/ 4/ 5/ 6 
現在 の オー バー クロ ッ ク プ ロフ ィ ー ル を 保存 し ます 。 


Load Overclocking Profile 1/ 2/ 3/ 4/ 5/ 6 
現在 の オー バー クロ ッ ク プ ロフ ィ ー ル を ロー ド し ます 。 


Clear Overclocking Profile 1/ 2/ 3/ 4/ 5/ 6 
現在 の オー バー クロ ッ ク プ ロフ ィ ー ル を クリ ア し ます 


OC Profile Load from ROM 
0C プ ロフ ァイル は BI0S ROM か ら イ ンス トー ル し て くだ さい 。 


OC Profile Save to USB 


0C プ ロフ ィ ー ル を USB フ ラッ シュ ドラ イブ に 保存 し ます 。USB フ ラッ シュ ドラ イブ は た だ FAT/ 
FAT32 フ ォ ー マ ッ ト だ け で す 。 


0C Profile Load from USB 


USB フ ラッ シュ ドラ イブ か ら 0C プ ロフ ィ ー ル を ロー ド し ます 。USB フ ラッ シュ ドラ イブ は た だ 
FAT/ FAT32 フ ォ ー マ ッ ト だ け で す 。 
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ハー ドウ ェ ア モ ニタ ー メ ニュ ー 
この メニ ュー で 手動 で ファ ン の 回 転 速度 を 調整 し た り 、CPU/ シ ステ ム の 電圧 を モニ タリ ング 
し た り で きま す 。 

ファ ン オ ペレ ー テ ィング ウィ ンド ウ に 表示 さ 

れる 温度 カー ブラ イン (白色 ] の 選択 


標的 ファ ン に ファ ン モ ー ド の 選択 設定 する ファ ン の 選択 
Hardware Monitor About Help  X 


Temperature 


CE ys S C CPUTm| | PUMP1 S$ stem 2 tem 3 | | System 4 
0RPM 1 0 
MOS ||System 5 | System 6 | Sys tem 8 | W Flow 1 


クリ ッ ク し て スマ 
85C/185F/ Ph ー ト ファ ン を 有 
ロ 細 | 効 に する 


】 70C/158T7 
Temperature Source / 55C/131T/ % スマ ー ト ファ ン デ 
oO 40C/104F/ % ュー ティ 情報 
CPU Fan1 step up time 
:0s 


ニー ノア アン オペ レ 
ーー Fan1 step down time ー テ ィング ウィ 
:0s ンド ウ 


温度 情報 


電圧 情報 


Smart Fan - スマ ー ト ファ ン 機 能 の 有効 / 無 効 を 設定 し ます 。 ス マー ト フ ァ ン は 、 過 熱 か ら 
の シス テム の 損害 を 防ぐ た め に 、 現 在 の CPU/ シ ステ ム の 温度 に よっ て 自動 的 に ファ ン の 回 
転 速度 を 調整 で きま す 。 


Settings Buttons 
= All Full Speed - すべ て の ファ ン が 最大 回 転 数 で 動作 し ます 。 


= AlL Set Default - すべ て の ファ ン が デフ ォ ル ト の 回 転 数 で 動作 し ます 。 
= AlL Set Cancel - すべ て の ファ ン が 現在 の 変更 を 破棄 し 、 前 の 設定 に 戻り ます 。 


の い 


ファ ン の 過 転 速度 を 調整 し 、 ま た は ファ ン モ ー ド だ を 幼 ク 堆 え た 後 、 フ ァ ン が 正しく 動作 し て い 
る こと を 確認 し て くだ さい 。 
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ファ ン の 調整 


1. 調整 する ファ ン を 選択 し し ファ ン オ ペレ ー テ ィング ウィ ンド ウ に ファ ン の デュ ー テ ィ カ ー ブ 
ライ ン ([ 黄 色 ) を 表示 し ます 。 


2. デュ ー テ ィ ポ イン ト を クリ ッ ク し て ドラ ッ グ し て 、 フ ァ ン の 回 転 速度 を 調整 し ます 。 


調整 する ファ ン の 選択 


Hardware Monitor About 


Bh Temperaure 


CPU 1 PUMP 1 System 2 stem 3 | System 4 


m 6 | | System 7 | System 8 | W Flow 1 
ORPN 


Smart Fan Mode 
PWM Auto 85C/185F/ 
70C/158"F7 
55C/131F/ 
40C/104F/ 


Temperature Source 
:CPU 


CPU Fan1 step up time 
:0.1s 
CPU Fan1 step down time 
:0.1s 光一 デコ ーー テイ 


ポイ ント 


All Full Speed(F) | ALSet Default(D) | AlLSet CancelC) 


0 て 
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BIOS の リセ ッ ト 


特定 の 問題 を 解決 する た め に 、BIO0S5 を セ フ ォ ル ト 設 定 に 戻す 必要 が あり ます 。BI05 の リセ ッ 
ト に は いく つか の 方 法 が あり ます 。 


* BIOS セ ッ ト ア ッ プ 画面 で <F6> キ ー を 押し て optimized defaults を ロー ド す る ? 
s* マザー ボー ド 上 の クリ ア CM0S ジ ャ ン パ を ショ ー ト する 。 
* リア |I/0 パ ネル の クリ ア CM05 ボ タン [オプ ショ ン ] を 押す 。 


人 注意 
CMO05 デ ー タ を クリ ア す る 前 に 、 必 ず PC の 電源 が オナ フ に する こと を 確認 し て くだ さい '。5705 


の リセ ッ ト に つい て は ユー ゲ ザー ズ ガ イド の クリ ア CM0S ジ ャ ン / パ パ セ ク ショ ン を ご 参 尻 くだ さ 
し )。 


BIOS の アッ プ デ ー ト 方 法 


M-FLASH で の BIO0S ア ッ プ デー ト 
アッ プ デ ー ト の 前 に : 


MSI の WEB サ イト か ら 最 新 の BIOS5 フ ァイル を ダウ ン ロ ー ド し 、USB メ モリ の ルー ト フ ォ ル ダ に 
コピ ー し ます 。 


BIOS の アッ プ デ ー ト : 


1. マル チ BI05 ス イッ チ で 標的 BIOS ROM に スイ ッ チ し ます 。 マ ザー ボー ド に この スイ ッ チ が 
な い 場 合 は 、 こ の ステ ッ プ を 飛ば し ます 。 


2. アッ プ デ ー ト する BIO0S イ メー ジフ ァイル を 含む USB メ モリ を マザー ボー ド の USB ポ ー ト 
に 挿入 し ます 。 


3. 下記 の 方 法 で フラ ッシュ モー ド に 入り ます 。 
= POST 中 に <Ctrl+ F5> キ ー を 押し て 、Yes を クリ ッ ク し て シス テム を 再起 動 さ せま す 。 


= POST 中 に <Delete> キ ー を 押し て BIO0S セ ッ ト ア ッ プ 画面 に 入り ます 。M-FLASH タ ブ を 
選択 し Yes を クリ ッ ク し て シス テム を 再起 動 さ せま す 。 


4. BIOS イ メー ジフ ァイル を 一 つ 選 択 し 、BIOS ア ッ プ デー ト の プロ セス を 開始 させ ます 。 
. ユー ザー が 促さ れる と 、Yes を クリ ッ ク し て BI0S を 回 復 し ます 。 
6. アッ プ デ ー ト プロ セス が 完了 し た 後 、 シ ステ ム が 自動 的 に 再起 動 し ます 。 
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MSI Center で の BI0S ア ッ プ デー ト 
アッ プ デ ー ト の 前 に : 


。 LAN ド ライ バー が イン スト ー ル され 、 イ ンタ ーネット 接続 が 正しく 設定 され て いる こと を 確 
認 し て くだ さい 。 


*・ アッ プ デ ー ト する 前 に 、 他 の アプ リケーション ソフ ト を すべ て 閉じ て くだ さい 。 
BIO0S の アッ プ デ ー ト : 


1 
2 
3 
4. 
5 
6 


MSI CENTER を イン スト ー ル し て 起動 させ て 、Support ペ ー ジ に 入り ます 。 
Live Update を 選択 し て 、Advanced ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
BIOS フ ァイル を 選択 し て 、InstalI ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

イン スト ー ル の リマ イン ダー が 表示 され る と 、InstalI ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
シス テム が 自動 的 に 再起 動 し て BIODS の アッ プ デ ー ト を 始め ます 。 

アッ プ デ ー ト プロ セス が 完了 し た 後 、 シ ステ ム が 自動 的 に 再起 動 し ます 。 


Flash BIOS ボ タン で の BI0S ア ッ プ デー ト 


1. 
2. 


MSI の WEB サ イト か ら 最 新 の BIOS フ ァイル を ダウ ン ロ ー ド し ます 。 


人 MEMSERONI EE A ト フ ォ ル ダ に コ 


電源 を CPU_PWR1 と ATX_PWR1 コ ネクター に 接続 し ます 。 (電源 ユニ ッ ト 以 外 を 取り 
付け る 必要 は あり ませ ん 。) 


MSI.ROM フ ァイル を 含む US5B メ モリ を マザー ボー ド の Flash BIOS ポ ー ト に 挿入 し ます 。 
Flash BIODS ボ タン を 押す と BI0S の 書き 込み が 始ま り 、LED が 点滅 し 始め ます 。 
BIO0S ア ッ プ デー ト が 完了 する と LED の 点 減 が 止ま り 、 オ フ に な り ま す 。 
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